
逆
境
こ
そ
時
代
の
原
動
力

久
松

雄
治
（
50
回
生
）

銀
河
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ン
で
日
本
の
原
風
景
を
残
す
の
ど
か
な
遠

野
を
経
由
し
、
終
着
駅
釜
石
に
た
ど
り
着
く
。
鵜
住
居
か
ら
大
槌

町
に
車
で
入
る
と
、
か
つ
て
の
集
落
は
瓦
礫
と
化
し
、
一
面
茫
漠

と
し
た
廃
墟
が
広
が
る
。
絶
望
的
な
思
い
の
中
に
も
、
未
来
に
希

望
を
託
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
夢
見
た
。

あ
る
学
者
は
、
１
８
６
０
年
か
ら
50
年
周
期
で
引
き
起
さ
れ
る

「
世
界
の
観
光
革
命
」
を
分
析
し
、
ア
ジ
ア
の
観
光
ビ
ッ
グ
バ
ン

の
到
来
を
10
年
前
に
予
測
し
た
。
ア
ジ
ア
経
済
の
発
展
で
、
い
ま

や
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
気
に
加
速
さ
せ

る
乗
物
を
提
案
し
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
の
人
口
は
２
０
０
８
年
時
点
で
５
・
７

億
人
を
越
え
、
ほ
と
ん
ど
は
沿
岸
部
に
住
む
。
長
い
滑
走
路
と
大

量
輸
送
を
前
提
と
し
た
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
不
向
き
だ
。
無
数
の

島
々
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
に
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
早
く
移
動
で
き

る
、
機
敏
な
水
上
飛
行
機
こ
そ
が
相
応
し
い
。

先
端
技
術
を
搭
載
し
た
機
体
や
制
御
技
術
だ
け
で
な
く
、
い
か

に
楽
し
く
利
用
で
き
る
か
が
普
及
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
観
光

か
ら
水
産
業
、
国
防
ま
で
用
途
は
極
め
て
広
い
。
こ
の
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
を
一
体
的
か
つ
迅
速
に
開
発
で
き
る
国
が
、
今
後
の
ア
ジ

ア
を
牽
引
で
き
る
。
ま
さ
に
、
か
つ
て
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水

上
飛
行
機
技
術
を
保
有
し
た
日
本
の
出
番
で
あ
る
。
船
舶
、
鉄
道
、

自
動
車
そ
し
て
航
空
機
技
術
を
駆
使
し
、
海
洋
研
究
と
一
体
開
発

で
き
れ
ば
、
世
界
に
先
駆
け
次
世
代
ビ
ー
ク
ル
を
実
現
で
き
よ
う
。

被
災
地
の
人
達
だ
け
で
な
く
、
希
望
を
失
い
か
け
て
い
る
我
々

自
身
の
た
め
に
、
夢
を
叶
え
る
水
上
飛
行
機
開
発
は
「
創
造
に
向

け
た
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
り
、
海
洋
国
家
と
し
て
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
開
発
拠
点
は
、
こ
の

乗
物
が
求
め
ら
れ
る
三
陸
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。

入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
と
新
た
に
復
興
さ
れ
た
独
創
的
で

美
し
い
街
の
景
観
に
見
と
れ
な
が
ら
、
観
光
客
と
上
空
を
周
遊
す

る
旅
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

<

新
日
鉄
都
市
開
発

釜
石
復
興
チ
ー
ム

>
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平
成
23
年
度
土
佐
中
学
・
高
等

学
校
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
・
講

演
会
及
び
大
懇
親
会
は
、
６
月
４

日
（
土
）
、
霞
ヶ
関
ビ
ル
東
海
大

学
校
友
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
０
０
名
近
い
同
窓
生
が
参
集
し

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

母
校
か
ら
山
本
芳
夫
新
校
長
先

生
を
は
じ
め
、
同
窓
会
本
部
・
各

支
部
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
に
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
宮
地
電
機
㈱
代

表
取
締
役
社
長
の
宮
地
貴
嗣
氏

（
61
回
）
＝
写
真
の
「
土
佐
の
絆
」

と
題
す
る
講
演
で
し
た
。
土
佐
高

校
の
同
窓
生
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
を

通
じ
て
、
ま
た
同
期
の
尾
崎
正
直

知
事
と
の
交
友
を
通
じ
て
「
土
佐

の
絆
」
に
つ
い
て
約
一
時
間
語
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
生
一
同
熱

心
に
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
１
の
回
生
（
31
、
41
、

51
、
61
、
71
、
81
）
の
同
窓
諸
氏

に
よ
る
総
会
・
懇
親
会
の
運
営
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

大
懇
親
会
は
、
霞
ヶ
関
ビ
ル
35

階
の
ホ
ー
ル
か
ら
大
東
京
の
夜
景

を
眺
め
て
美
味
し
い
料
理
を
頂
き

な
が
ら
、
新
旧
同
窓
生
一
同
、
一

年
ぶ
り
の
再
開
を
楽
し
み
ま
し
た
。

( 2 )

平
成
23
年
関
東
支
部
総
会
・
大
懇
親
会

↑
乾
杯
の
音
頭
は
山
本
芳
夫
校
長

↑
司
会
は
61
回
生
と
81
回
生



常
任
幹
事

西
岡
恒
憲
（
41
回
生
）

２
月
19
日
に
学
年
幹
事
会
が
開

催
さ
れ
、
今
年
の
活
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
２
頁
で
既
報
の
通
り

６
月
４
日
に
平
成
23
年
度
の
関
東

支
部
総
会
・
大
懇
親
会
が
霞
ヶ
関

ビ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
支
部
役
員
の
改
選
期
に
当
っ
て

お
ら
ず
、
臨
時
の
異
動
も
無
く
、

支
部
役
員
は
筆
山
49
号
で
報
告
し

た
ま
ま
の
顔
ぶ
れ
で
、
今
年
も
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
支
部
会
報
「
筆
山
」
が

今
号
で
記
念
す
べ
き
50
号
と
な
り

ま
し
た
。
何
か
記
念
記
事
を
載
せ

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
老
若
編
集

部
員
一
同
、
頭
を
悩
ま
せ
た
結
果
、

創
刊
号
か
ら
49
号
ま
で
の
主
な
内

容
を
集
め
て
、
記
事
の
タ
イ
ト
ル

と
執
筆
者
を
列
挙
し
て
、
新
旧
の

会
員
に
是
非
見
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
創
刊
当
時
か
ら

関
係
し
て
い
た
編
集
員
が
中
心
と

な
り
、
こ
の
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
49
冊
の
筆
山
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
め
く
る
作
業
は
老
眼

と
の
戦
い
で
、
結
構
大
変
で
し
た

が
、
何
と
か
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

文
字
を
１
ポ
イ
ン
ト
小
さ
く
し
て

文
字
数
を
増
や
し
て
も
び
っ
し
り

４
ペ
ー
ジ
分
あ
り
ま
し
た
。

創
刊
当
時
か
ら
見
る
と
、
関
東

支
部
会
員
も
物
故
者
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
昔
日
の
感
は
ぬ
ぐ
え
ま

せ
ん
が
、
当
然
な
が
ら
最
近
数
年

は
若
い
執
筆
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

創
刊
号
～
49
号
ま
で
の
主
な
内
容

を
列
挙
し
ま
し
た
が
、
年
配
の
会

員
諸
氏
は
、
是
非
特
大
の
ル
ー
ペ

等
を
用
意
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

筒
井
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
長

（
41
回
）
の
骨
折
り
で
、
筆
山
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
全
号
、
関
東
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
支
部
報
・
筆

山
」[h

tt
p
:
//
w
w
w.
t
o
sa
k
o
-
k
a
n

to
.
o
r
g
/
]

に
収
録
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
記
事
内
容
を
読
み
た
い

方
は
パ
ソ
コ
ン
で
是
非
そ
ち
ら
を

ご
覧
下
さ
い
。

学
校
長

山
本
芳
夫
（
40
回
生
）

◇
大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て

本
年
度
卒
業
の
86
回
生
は
、
高

校
３
年
間
の
着
実
な
努
力
が
実
を

結
び
、
堂
々
た
る
成
果
を
収
め
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
捲
土
重
来
を

期
し
た
85
回
生
達
も
大
い
に
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次

表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
本
来
で
あ
れ
ば
個
別
に

各
大
学
の
合
格
者
に
つ
い
て
も
ご

報
告
す
べ
き
か
と
も
存
じ
ま
す
が
、

紙
面
の
制
約
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
本
校
の
Ｈ
Ｐ

を
お
開
き
い
た
だ
き
「
進
路
の
部

屋
」
「
主
要
大
学
の
合
格
者
数
」

と
お
進
み
い
た
だ
く
と
、
「
過
去

10
年
の
主
要
大
学
合
格
者
数
」[

h

tt
p:
/
/
ww
w
.
to
s
a
.e
d.
jp
/p
as
si

n
g
.
h
t
m
l
]

と
い
う
ペ
ー
ジ
が
出
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
高
覧
賜
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

◇
高
校
県
体
の
成
績
に
つ
い
て

５
月
22
日
か
ら
３
日
間
の
日
程

（
水
泳
は
６
月
11
日
・
12
日
）
で

開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
は
18
種
目

に
男
女
３
１
６
名
（
県
下
参
加
46

校
中
最
多
選
手
数
）
が
参
加
し
、

よ
く
健
闘
し
次
の
成
績
を
あ
げ
ま

し
た
。

団
体
優
勝
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

（
男
子
・
４
年
連
続
）
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
（
男
子
・
２
年
連
続
）
、

登
山
（
３
年
連
続
）
、
サ
ッ
カ
ー

（
41
年
ぶ
り
）
、
野
球
（
４
校
優

勝
）
。

惜
し
く
も
準
優
勝
に
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
（
女
子
）
、
陸
上
（
女
子
）
、

卓
球
（
男
子
）
、
剣
道
、
自
転
車
。

個
人
優
勝
は
、
陸
上
男
子
４
０

０
ｍ
、
女
子
１
０
０
ｍ
、
４
０
０

ｍ
障
害
、
走
り
幅
跳
び
、
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
男
女
ダ

ブ
ル
ス
、
自
転
車
男
子
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
、
ス
プ
リ
ン
ト
、
女
子

追
い
抜
き
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
。

な
お
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
『
北
東
北

総
体
』
は
７
月
28
日
か
ら
青
森
・

岩
手
・
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

母
校
の
名
誉
を
担
っ
て
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◇
防
災
（
地
震
・
津
波
）
対
策
に

つ
い
て

今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

直
ち
に
『
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

の
見
直
し
を
行
い
、
地
震
及
び
津

波
発
生
時
の
非
常
時
対
応
に
つ
い

て
全
教
職
員
で
確
認
を
い
た
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
従
来
は
台
風
を
想
定

し
た
臨
時
休
校
措
置
は
定
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
た
に
地
震
・
津

波
に
よ
る
臨
時
休
校
措
置
を
追
加

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
発
生
時
の
学
校
に

お
け
る
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
、

生
徒
の
在
校
時
間
帯
別
に
３
つ
の

ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
対
応
の
基
本

を
定
め
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
適
宜
見
直
し
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。更

に
、
安
全
教
育
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

レ
ベ
ル
を
あ
げ
た
防
災
訓
練
を
９

月
に
行
う
予
定
で
そ
の
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◇
新
校
舎
建
築
募
金
に
つ
い
て

同
窓
会
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
、
件

数
で
５
０
１
１
件
、
金
額
で
３
億

１
千
７
６
５
万
２
４
３
１
円
と
な

り
ま
し
た
。
目
標
額
４
億
円
に
対

し
、
遂
行
率
は
79
・
４
パ
ー
セ
ン

ト
、
残
額
は
８
千
２
３
４
万
７
５

６
９
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
最
終
締
め
切
り
（
平

成
23
年
度
末
）
ま
で
１
年
を
切
り

ま
し
た
が
、
飽
く
ま
で
も
目
標
達

成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
重

ね
重
ね
で
恐
縮
で
す
が
、
最
後
の

お
力
添
え
を
伏
し
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

暑
さ
に
向
か
う
折
柄
ご
自
愛
の

( 3 )

関
東
支
部
活
動
報
告

母

校

だ

よ

り

筆山創刊号（1985年11月）

２３年度 ２２年度
現役合格率 71.7％ 70.6％
国立難関10大学 45名（現32名） 51名（現31名）
国公立医学部
（医学科） 31名（現15名） 31名（現15名）

計 76名（現47名） 82名（現46名）
国公立現役合格 102名 106名

（注）難関10大学（旧帝大・一橋・東京工・神戸）
本年度 東京大合格者 8名（現 6名）

京都大合格者 9名（現 5名）



程
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
近

況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
23
年
５
月
末
）

副
幹
事
長

矢
野
公
士
（
62
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
さ
ん
。
こ
ん
に

ち
は
。
同
窓
会
本
部
の
副
幹
事
長

を
拝
命
致
し
て
お
り
ま
す
矢
野
公

士
（
62
回
生
）
で
す
。
平
成
23
年

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
方

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地
の
皆
様

の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
大
地
震
と

そ
れ
に
伴
う
大
津
波
、
そ
し
て
、

東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
放
射
線
事
故
と
未
曾

有
の
大
災
害
と
な
っ
た
訳
で
す
が
、

高
知
に
住
ん
で
い
る
我
々
に
と
っ

て
も
、
南
海
大
地
震
が
近
い
将
来

に
か
な
り
の
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
の
災
害
も
決
し
て
人
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
に
備

え
て
、
避
難
場
所
の
確
認
、
節
電

等
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
な
お
、
今
回

の
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
土
佐
中
・
高
等
学
校
同

窓
会
と
し
て
、
高
知
新
聞
文
化
事

業
団
を
介
し
て
日
本
赤
十
字
社
に

平
成
23
年
３
月
24
日
付
で
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
同
窓
会
本
部
の
近
年
の

活
動
、
取
り
組
み
等
を
ご
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

□
山
本
芳
夫
新
校
長
就
任
、
池
上

武
雄
校
長
が
学
校
法
人
理
事
長
、

宮
地
貫
一
理
事
長
が
顧
問
に
そ
れ

ぞ
れ
就
任

平
成
23
年
４
月
１
日
を
以
て
、

山
本
芳
夫
新
校
長
（
40
回
生
）
が

就
任
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
間
に
特
に
本
校
校
舎
再
建

に
ご
尽
力
さ
れ
た
池
上
武
雄
校
長

が
学
校
法
人
理
事
長
に
、
そ
し
て

宮
地
貫
一
理
事
長
が
顧
問
に
就
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
山

本
芳
夫
新
校
長
は
、
こ
れ
ま
で
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
の
専

務
取
締
役
の
職
に
就
か
れ
て
い
た

方
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
同
窓
会

本
部
一
致
団
結
し
て
母
校
の
発
展

に
寄
与
す
る
所
存
で
す
。

平
成
23
年
５
月
10
日
、
宮
地
貴

嗣
副
幹
事
長
（
61
回
生
）
が
代
表

を
務
め
る
ラ
・
ヴ
ィ
ー
タ
さ
ん
に

て
、
山
本
新
校
長
・
池
上
新
理
事

長
・
宮
地
新
顧
問
の
就
任
を
祝
う

会
が
振
興
会
、
同
窓
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
真

が
、
同
窓
会
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（ht

tp
:
/
/w
w
w
.t
o
s
ao
b
o
g
.
c
o

m
/

）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

写
真
は
、
門
田
幹
也
さ
ん
（
60
回

生
）
と
北
村
恵
美
子
同
窓
会
本
部

副
会
長
（
47
回
生
）
に
撮
影
し
て

貰
っ
た
も
の
で
す
。
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

□
２
０
１
１
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

開
催
の
お
し
ら
せ

本
年
も
例
年
に
引
き
続
き
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
は
平
成
23
年
８
月
13
日

（
土
）
で
す
。
現
在
、
藤
田
理
さ

ん
（
41
回
生
）
を
委
員
長
に
冠
し

た
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
企
画
を

し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
総
会
、

記
念
授
業
、
講
演
会
、
懇
親
会
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

内
容
が
確
定
次
第
ご
案
内
の
予
定

で
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

幹
事

田
原
哲
士
（
37
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
、
３
・
11
の

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
多
く
の

方
々
が
直
接
、
間
接
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
被
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
弱
小
・
新
参
の
北
海
道
支
部

で
す
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
の
深

さ
を
誇
り
に
、
和
田
健
夫
支
部
長

（
44
回
生
）
、
先
川
信
一
郎
幹
事

長
（
45
回
生
）
、
山
本
隆
昭
事
務

局
長
（
53
回
生
）
の
執
行
態
勢
で

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
支
部
総
会
は
、
秋
に
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
い
う
警
句
は
、
郷
土
の

大
先
輩
寺
田
寅
彦
（
１
８
７
８
―

１
９
３
５
）
の
も
の
と
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
彼
自
身
の
書
い
た

も
の
の
中
に
は
こ
の
言
葉
は
残
さ

れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
彼
は
地

震
の
予
知
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
、

『
地
震
雑
感
』
（
１
９
２
４
年
）

に
、
「
方
数
十
里
の
地
域
に
起
る

べ
き
大
地
震
の
期
日
を
数
年
範
囲

の
間
に
限
定
し
て
予
知
し
う
る
だ

け
の
科
学
的
根
拠
が
得
ら
れ
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
私
は
根
本
的
の

疑
い
を
懐
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」
、

「
現
在
で
や
や
可
能
と
思
わ
れ
る

の
は
統
計
的
の
意
味
に
お
け
る
予

報
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
お
り
ま

す
。
予
知
に
血
道
を
上
げ
る
よ
り

も
地
震
発
生
の
可
能
性
を
推
計
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
地
震
の
災
害
予

防
に
努
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説

い
て
い
ま
す
。

一
方
、
災
害
の
記
憶
の
失
わ
れ

や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
『
津
浪
と

人
間
』
（
１
９
３
３
年
）
の
追
記

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

ま
す
。
「
三
陸
災
害
地
（
１
８
９

６
年
の
明
治
三
陸
津
浪
に
よ
る
）

を
視
察
し
て
帰
っ
て
き
た
人
の
話

を
聞
い
た
。
あ
る
地
方
で
は
明
治

二
十
九
年
の
災
害
記
念
碑
を
建
て

た
が
、
そ
れ
が
今
で
は
二
つ
に
折

れ
て
た
お
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
こ

ろ
が
っ
て
お
り
、
碑
文
な
ど
は
全

く
読
め
な
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た

あ
る
地
方
で
は
同
様
な
碑
を
、
山

腹
道
路
の
傍
で
通
行
人
の
最
も
よ

く
眼
に
つ
く
処
に
建
て
て
お
い
た

が
、
そ
の
後
新
道
が
別
に
出
来
た

た
め
に
記
念
碑
の
あ
る
旧
道
は
淋

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
」

さ
ら
に
、
寅
彦
の
卓
見
の
い
ま

一
つ
が
『
天
災
と
国
防
』
（
１
９

３
４
年
）
に
見
い
だ
さ
れ
ま
す
。

「
し
か
し
こ
こ
で
一
つ
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
し
か
も

い
つ
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
重
大
な

要
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
明
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
天
然
の
暴
威
に

よ
る
災
害
が
そ
の
劇
烈
の
度
を
増

す
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
」
、
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
明
治
三
陸
津
浪
（
１

８
９
６
年
）
と
今
回
の
東
日
本
大

震
災
の
比
較
に
よ
り
、
よ
く
納
得

で
き
る
で
し
ょ
う
。
前
者
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２
～
８
・
５
、

震
度
３
、
津
浪
の
最
高
到
達
38
・

２
ｍ
、
死
者
・
行
方
不
明
合
計
２

２
０
０
０
名
に
対
し
、
後
者
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
震
度
６

強
、
津
浪
の
最
高
到
達
38
・
９
ｍ
、

死
者
・
行
方
不
明
合
計
２
４
０
０

０
名
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

天
災
が
こ
の
よ
う
な
属
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
「
想
定
外
」

と
か
「
未
曾
有
」
と
い
う
言
葉
を

弄
し
て
も
、
災
害
予
防
の
不
十
分

さ
や
短
慮
の
故
に
被
害
を
増
幅
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
免
責
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で

し
ょ
う
。

( 4 )

本

部

だ

よ

り

北
海
道
支
部
だ
よ
り



向
こ
う
30
年
間
に
、
震
度
６
弱

以
上
の
揺
れ
を
伴
う
東
海
沖
地
震

が
発
生
す
る
確
率
は
、
86
％
程
度

と
も
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東

大
震
災
の
記
念
塔
に
刻
ま
れ
て
い

る
「
不
意
の
地
震
に
不
断
の
用
意
」

と
い
う
言
葉
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
逆
説
的
に

い
え
ば
、
前
の
天
災
を
忘
れ
な
い

で
防
災
に
努
め
れ
ば
次
の
天
災
は

来
な
い
（
被
害
を
軽
減
で
き
る
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。

も
っ
と
も
、
自
分
と
し
て
は
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
、
天
災
を
忘
れ
る

こ
と
よ
り
も
寺
田
寅
彦
が
忘
れ
去

ら
れ
る
こ
と
の
方
を
口
惜
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
が
。

幹
事

内
田
順
子
（
35
回
生
）

関
東
支
部
の
み
な
さ
ま
、
東
日

本
大
震
災
の
お
見
舞
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

２
０
１
１
年
５
月
21
日
の
東
海

支
部
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
関
東

支
部
の
幹
事
長
市
川
さ
ま
、
会
計

監
査
幸
徳
さ
ま
、
会
計
川
上
さ
ま

に
は
、
お
忙
し
い
な
か
ご
出
席
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
同
窓
会
支
部
同
士
の
交
流

は
、
母
校
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
す
。

同
窓
生
や
、
母
校
に
学
ぶ
若
者
た

ち
の
活
躍
を
お
聞
き
し
て
、
自
分

へ
の
エ
ー
ル
に
し
て
い
ま
す
。

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以

来
、
日
本
は
揺
れ
続
け
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
福
島
第
一
原
発
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
と
い
う
事
態
は
た
い

へ
ん
深
刻
で
す
ね
。
東
京
電
力
の

圏
内
ば
か
り
で
な
く
、
節
電
が
言

わ
れ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

中
部
電
力
の
圏
内
で
も
、
浜
岡

原
発
が
５
基
と
も
運
転
停
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
節

電
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
幹

産
業
で
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
グ
ル
ー

プ
で
は
、
電
力
消
費
を
平
均
化
す

る
た
め
、
木
金
を
休
ん
で
土
日
操

業
と
な
り
そ
う
で
す
。
企
業
の
ひ

と
つ
の
決
定
で
す
が
、
大
き
な
影

響
を
社
会
に
及
ぼ
し
ま
す
。
私
の

友
人
は
真
っ
先
に
言
い
ま
し
た
。

土
日
に
預
か
っ
て
く
れ
る
保
育
所

を
探
さ
な
け
れ
ば
と
。
じ
じ
ば
ば

を
頼
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
遠
く

に
い
る
し
ね
と
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
提
案
も

あ
っ
て
、
市
町
村
で
ゴ
ー
ヤ
や
朝

顔
の
苗
を
配
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
夏
の
冷
房
用
電
力
を
少
し

で
も
減
ら
し
た
い
努
力
で
す
。
結

構
効
き
目
が
あ
る
ら
し
い
で
す
ね
。

ほ
か
の
植
物
で
も
カ
ー
テ
ン
に
な

り
そ
う
な
も
の
が
、
続
々
見
つ
か

り
そ
う
で
す
。

愛
知
県
や
名
古
屋
市
で
は
、
こ

の
春
の
地
方
選
挙
で
、
地
域
政
党

が
立
ち
上
が
り
、
議
員
さ
ん
も
多

く
誕
生
し
ま
し
た
。
減
税
を
謳
う

政
党
で
す
が
、
こ
の
難
局
に
増
税

や
む
を
得
ず
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

ど
う
立
ち
向
か
う
か
、
市
民
も
と

も
に
考
え
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

名
古
屋
弁
の
市
長
さ
ん
が
テ
レ
ビ

に
登
場
し
た
ら
、
ご
注
目
く
だ
さ

い
。放

射
線
除
去
に
役
立
つ
と
か
で
、

こ
の
夏
は
向
日
葵
畑
が
あ
ち
こ
ち

に
出
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
先
は
菜
の
花
畑
だ
っ
た
り
。
み

ん
な
で
知
恵
を
絞
っ
て
お
花
見
に

出
か
け
地
域
を
活
性
化
し
ま
し
ょ

う
。太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
地

熱
発
電
が
ん
ば
れ
。
そ
の
こ
と
に

関
わ
っ
て
力
を
発
揮
す
る
同
窓
の

か
た
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
明

治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
志
士
た
ち

の
気
概
で
、
日
本
再
興
が
成
し
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

母
校
の
校
舎
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ば
っ
ち
り
耐
震
の
備

え
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。
東
南

海
地
震
も
間
近
と
言
わ
れ
る
こ
の

ご
ろ
、
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

「
戦
闘
車
両
」

幹
事

中
田
志
保
美
（
56
回
生
）

今
年
公
開
さ
れ
た
映
画
「
阪
急

電
車
」
を
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た

か
。
関
西
圏
を
走
る
大
手
私
鉄
阪

急
電
車
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。
高
知
出
身
の
有
川
浩
さ
ん

原
作
の
同
名
小
説
の
映
画
化
で
、

本
の
方
も
な
か
な
か
面
白
い
で
す
。

映
画
に
登
場
す
る
阪
急
今
津
線

は
、
宝
塚
と
西
宮
北
口
間
を
片
道

十
五
分
で
走
る
短
い
路
線
で
、
映

画
の
中
で
電
車
を
乗
り
降
り
す
る

人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
日
常
的

で
ど
れ
も
温
か
い
視
線
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
心

は
小
学
生
か
ら
六
十
代
の
五
人
の

女
性
た
ち
な
の
で
、
特
に
女
性
は

共
感
を
お
ぼ
え
た
方
も
多
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

電
車
と
女
性
と
い
え
ば
、
最
近

増
え
て
き
た
女
性
専
用
車
両
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
関
西
で
は
地

下
鉄
や
Ｊ
Ｒ
に
、
女
性
の
便
宜
を

は
か
っ
て
運
行
中
の
列
車
の
一
両

分
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
と
夜
間
に
限
っ

て
の
設
定
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
ご

ろ
で
は
終
日
女
性
専
用
と
い
う
車

両
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

私
は
徒
歩
通
勤
な
の
で
、
ふ
だ

ん
電
車
に
は
乗
り
ま
せ
ん
が
、
所

用
で
た
ま
に
朝
早
く
乗
る
必
要
が

あ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

は
き
ま
っ
て
、
女
性
専
用
車
両
を

選
ん
で
乗
っ
て
い
ま
す
。

女
性
専
用
車
両
に
は
も
ち
ろ
ん

男
性
は
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ

ら
く
専
業
主
婦
も
乗
っ
て
い
ま
せ

ん
。
朝
の
女
性
専
用
車
両
は
、
外

で
働
く
女
性
で
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
と
な
く
観
察
し
て
み
ま
す

と
、
働
く
女
性
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
が
あ
っ
て
興
味
深
い
で
す
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
洋
服
の
人
は
、
職

場
で
制
服
に
着
替
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ス
ー
ツ
に
黒
い
革
バ
ッ

グ
の
人
は
人
と
会
う
仕
事
な
の
で

し
ょ
う
。
年
輩
の
女
性
は
、
い
か

に
も
働
き
慣
れ
た
こ
な
れ
た
服
装

と
態
度
。
職
場
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の

管
理
職
な
の
か
も
。
肩
出
し
茶
髪

の
人
は
、
シ
ョ
ッ
プ
店
員
？
こ
っ

そ
り
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

あ
の
丈
の
パ
ン
ツ
は
こ
と
し
の
流

行
？
こ
の
人
は
な
か
な
か
お
し
ゃ

れ
さ
ん
。
新
作
の
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ

グ
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

高
知
の
女
性
は
働
き
者
、
頑
張

り
屋
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
職

場
で
も
家
で
も
、
働
く
女
性
に
は

( 5 )
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困
難
や
苦
労
が
つ
き
も
の
で
す
。

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
朝
の
女
性
専
用
車
両

に
乗
る
と
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
大

変
だ
け
ど
み
ん
な
同
じ
な
の
だ
と

い
う
気
が
し
て
き
ま
す
。
映
画

「
阪
急
電
車
」
に
登
場
す
る
強
い

女
性
の
よ
う
に
。
き
ょ
う
も
行
か

な
け
れ
ば
。
ド
ア
が
開
き
、
い
ざ

戦
場
へ
！

幹
事

森
澤
範
康
（
50
回
生
）

関
東
支
部
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に

ち
は
。
50
回
生
Ｏ
ホ
ー
ム
の
森
澤

と
申
し
ま
す
。

東
日
本
の
大
災
害
か
ら
２
ヶ
月

余
り
経
ち
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
に
は
勿
論
で
す
が
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
何
と
お
声
掛
け
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
・
・
・
。
言
葉
が

出
て
来
ま
せ
ん
。
小
生
の
お
得
意

先
様
も
、
東
日
本
地
区
に
は
多
々

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
未
だ
連

絡
が
出
来
ず
に
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
某
電
力
会
社
、

永
田
町
と
足
し
て
割
る
の
か
、
掛

け
る
の
か
良
く
解
り
ま
せ
ん
が
、

ヒ
ド
イ
対
応
で
す
。
ソ
モ
ソ
モ
、

「
想
定
外
」
の
「
想
定
」
は
、
人

の
な
せ
る
業
で
す
。
科
学
的
根
拠

に
基
づ
き
云
々
と
か
、
○
○
委
員

会
の
承
認
を
受
け
云
々
と
か
、
色
々

と
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

『
災
害
発
生
＝
廃
炉
』
と
云
う
回

路
は
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

巨
額
の
建
設
コ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

電
力
不
足
に
対
す
る
対
応
が
あ
り

ま
す
。
従
業
員
さ
ん
の
事
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
一
民
間
企
業
と
し
て

は
重
い
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
最
も
ま
ず
か
っ
た
の

は
、
今
回
の
「
有
事
」
の
際
に
ジ
ャ
ッ

ジ
し
た
こ
と
で
は
無
い
で
し
ょ
う

か
？
（
小
生
に
は
そ
う
思
え
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。
）

想
定
内
＝
対
応
可
能

想
定
外
＝
対
応
不
能
（
＝
廃
炉
）

極
端
な
（
？
）
発
想
で
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
単
純
に
線
引
き

す
る
事
も
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と
・

・
・
。
し
か
も
、
常
々
の
検
討
議

題
と
し
て
。
い
つ
襲
っ
て
来
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
そ

の
規
模
ｅ
ｔ
ｃ
、
を
想
定
云
々
は

不
可
能
に
近
い
こ
と
で
す
。
い
や
、

不
可
能
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
仮
に

何
か
を
想
定
で
き
る
知
見
が
得
ら

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る

対
応
・
対
策
が
間
に
合
う
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
「
想
定
外

を
想
像
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
想

定
す
る
」
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

と
に
も
か
く
に
も
、
被
災
地
の

方
々
に
数
多
く
の
希
望
の
光
が
見

え
る
こ
と
を
、
広
島
よ
り
祈
っ
て

い
ま
す
。

話
は
コ
ロ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
が

・
・
・
み
な
さ
ま
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
た
か
？
小
生
は
、
勝
手
に
計
画

停
電
（
関
東
支
部

二
宮
先
輩
の

言
葉
）
し
て
、
高
知
に
帰
っ
て
お

り
ま
し
た
。
が
、
何
も
悪
い
事
を

し
て
い
な
い
の
に
（
お
墓
参
り
、

親
戚
へ
の
挨
拶
回
り
で
終
了
）
、

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
、
５
月
中

旬
ま
で
ヒ
ー
コ
ラ
状
態
で
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
体
調
不
良
が
長
引
き
、

久
々
に
「
ヤ
バ
イ
！
」
と
感
じ
た

こ
の
頃
で
す
。
そ
の
瞬
間
、
頭
を

よ
ぎ
っ
た
の
は
「
走
ろ
う
！
」
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。
昨
年
の
メ
タ

ボ
健
診
時
に
、
担
当
女
史
に
の
せ

ら
れ
て
、
高
価
な
シ
ュ
ー
ズ
に
投

資
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

は
暑
す
ぎ
！
結
局
シ
ュ
ー
ズ
は
数

回
の
活
躍
の
み
。
今
年
こ
そ
は
・

・
・
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の

広
島
支
部
「
総
会
＆
懇
親
会
」
は
、

10
月
29
日
（
土
）
広
島
市
内
で
開

催
予
定
で
す
。
い
つ
も
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
お
楽
し
み
に
、

是
非
、
広
島
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
。

幹
事

上
池

裕
（
50
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
ま
た
、
こ
の
度
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
関
東
支
部
の
皆
様
に
対
し
ま
し

て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

香
川
県
も
震
災
後
し
ば
ら
く
は
、

本
州
と
の
人
の
流
れ
が
ピ
タ
ッ
と

止
ま
っ
た
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、

出
控
え
る
の
は
止
め
よ
う
と
の
国

の
広
報
活
動
等
に
よ
り
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
人
出
は
前
年
並

み
程
度
に
は
回
復
し
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
香
川
と
言
え
ば
「
う
ど

ん
」
の
話
題
が
定
番
で
す
が
、
今

回
は
若
干
趣
向
を
変
え
て
、
中
心

商
店
街
の
再
開
発
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
松
市
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
は
、

総
延
長
２
・
７
ｋ
ｍ
で
日
本
一
の

長
さ
を
誇
り
（
大
都
市
は
地
下
街

が
中
心
）
、
か
つ
て
は
大
変
賑
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

十
数
年
の
間
に
、
郊
外
型
の
大
型

店
舗
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
相
次
い
で
開
業
し
、
客
足
が
し

だ
い
に
遠
の
き
、
他
の
地
方
都
市

の
商
店
街
と
同
様
に
衰
退
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

高
松
市
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
中
核

で
あ
る
丸
亀
町
商
店
街
（
延
長
４

７
０
ｍ
）
は
一
大
決
心
を
し
て
、

商
店
街
の
再
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
業

種
の
偏
り
を
是
正
し
、
商
店
街
全

体
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
に
色
々
な
業
種
の
店
舗
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
た
街
に
作
り

変
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
中
心
部
の
空
洞
化
防
止
対
策

と
し
て
、
店
舗
ビ
ル
の
上
部
を
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
に

し
て
居
住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て

い
ま
す
。

特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、
大
手
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
開
発
で
は
な

く
、
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

第
３
セ
ク
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
商

店
街
全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す

る
民
間
主
導
型
市
街
地
再
開
発
で
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あ
る
こ
と
、
ま
た
、
所
有
権
と
使

用
権
を
分
離
し
、
地
権
者
が
第
３

セ
ク
タ
ー
と
定
期
借
地
権
契
約
を

結
び
地
代
を
得
る
方
式
で
あ
る
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
再
開
発
は

全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、
日
本
国

内
の
み
な
ら
ず
韓
国
等
海
外
か
ら

も
多
数
の
方
が
視
察
に
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
ガ
イ
ア
の
夜
明

け
」
等
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
工
事
は
途
中
段
階
で
す
が
、

再
開
発
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

る
「
ド
ー
ム
広
場
」
は
既
に
完
成

し
て
、
週
末
等
に
は
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。
高
松
に
お
い
で
に

な
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
「
ド
ー
ム
広
場
」

( 7 )

関
東
支
部
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一

日
）
、
池
上
前
校
長
先
生
（
現
理

事
長
）
の
後
任
と
し
て
第
八
代
土

佐
中
・
高
等
学
校
の
学
校
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
山
本
芳
夫
で
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も

母
校
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
関
東
支
部
の
会
報
誌

『
筆
山
』
が
今
回
の
七
月
号
で
五

十
号
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

併
せ
て
、
会
誌
作
成
に
こ
れ
ま
で

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
尽
力
に
対
し
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ご
挨
拶
の
思
い
を

込
め
て
の
私
の
所
感
「
母
校
校
長

に
就
任
し
て
」
と
「
母
校
だ
よ
り
」

を
『
筆
山
』
に
お
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

母
校
の
校
長
に
就
任
し
早
や
二
ヶ

月
、
住
み
慣
れ
た
東
京
多
摩
市
を

離
れ
、
四
十
六
年
振
り
に
故
郷
高

知
に
戻
っ
て
も
う
三
ヶ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
関
係
先
へ
の
挨
拶
訪

問
や
、
同
窓
会
あ
る
い
は
振
興
会

の
支
部
総
会
等
へ
の
出
席
等
を
通

じ
多
く
の
方
々
と
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
同
窓
生
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
土
佐
校
に

対
す
る
関
心
と
期
待
の
大
き
さ
を

改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
も
新
学
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
私
に
と
っ
て
は
す
べ
て
が

新
鮮
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
感
慨

深
い
毎
日
を
送
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
四
月
八
日
に
行

な
わ
れ
た
中
学
の
入
学
式
は
、
今

も
強
い
印
象
と
し
て
心
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

免
震
構
造
の
素
晴
ら
し
い
白
亜

の
新
校
舎
、
そ
の
校
舎
に
囲
ま
れ

た
明
る
く
広
く
耐
震
構
造
を
備
え

た
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
集
う
新
入

学
生
二
五
七
名
（
男
子
一
四
六
名
、

女
子
一
一
一
名
）
と
、
多
く
の
保

護
者
の
皆
様
を
前
に
し
て
、
初
め

て
校
長
と
し
て
入
学
を
許
可
し
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

壇
上
か
ら
、
新
入
生
た
ち
の
初
々

し
く
も
き
び
き
び
と
し
た
所
作
、

そ
し
て
、
き
ら
き
ら
輝
く
眼
差
し

を
見
つ
め
な
が
ら
、
こ
の
大
切
な

生
徒
た
ち
を
こ
れ
か
ら
六
年
間
お

預
か
り
し
、
「
報
恩
感
謝
」
の
理

念
の
下
、
「
学
問
を
重
ん
じ
、
礼

節
を
尊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る

学
校
生
活
を
送
ら
し
め
、
人
格
の

完
成
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物

の
育
成
を
期
す
。
」
と
い
う
本
校

の
教
育
方
針
に
適
う
人
間
に
磨
き

上
げ
、
知
力
と
活
力
を
備
え
た
人

材
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
な
け
れ

ば
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

就
任
前
の
去
る
一
月
三
十
日
、

八
十
六
回
生
の
卒
業
式
の
後
に
行

わ
れ
た
記
者
会
見
の
場
で
、
校
長

就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
と
し
て

三
つ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

要
約
し
ま
す
と
、
「
諸
先
輩
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
土
佐
校
の
伝
統
と

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
抜
き
、
さ
ら
に

進
化
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
」
「
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
才
能
を

最
大
限
に
伸
ば
せ
る
土
壌
と
環
境

を
一
段
と
整
え
て
ま
い
り
た
い
」

「
皆
が
忌
憚
な
く
意
見
を
言
い
合

え
る
風
土
が
根
付
い
た
組
織
で
あ

り
続
け
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
さ
る
方
の
ご

示
唆
も
あ
り
、
こ
れ
に
「
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
、
地
域
の
人
々
に

愛
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
さ
ら
に

目
指
し
た
い
」
を
加
え
、
こ
れ
を

私
の
学
校
運
営
の
基
本
姿
勢
と
位

置
づ
け
、
創
立
百
周
年
に
向
け
、

そ
の
実
を
挙
げ
る
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。昨

年
の
秋
、
思
い
が
け
な
く
も

こ
の
度
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時
、

大
変
光
栄
な
お
話
だ
と
有
難
く
思

う
半
面
で
、
今
更
に
未
知
の
領
域

へ
足
を
踏
み
出
す
こ
と
へ
の
大
き

な
戸
惑
い
が
あ
っ
た
事
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
私
に
決

意
を
固
め
さ
せ
た
の
は
、
「
私
を

育
ん
で
く
れ
た
母
校
ひ
い
て
は
故

郷
へ
の
『
ご
恩
返
し
』
と
『
最
後

の
ご
奉
公
』
と
の
思
い
」
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
お
引
き
受
け
し

た
以
上
、
多
く
の
皆
様
の
お
支
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
創
立
一
〇

〇
周
年
に
向
け
た
『
誇
ら
し
い
土

佐
校
』
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、

ベ
ス
ト
を
竭
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
そ
し
て
更
な
る
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
平
成
二
十
三
年
五
月

記
）

就
任
の
ご
挨
拶

学
校
長

山
本
芳
夫
（
40
回
生
）
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「
は
よ
う
、
お
酒
も
っ
て
き
て

や
ー
」
、
「
ち
ょ
っ
と
待
ち
よ
っ

て
下
さ
い
ー
」
。
高
知
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
る
ご
と
高
知
」

の
飲
食
部
門
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｄ
Ｉ

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

お
き
ゃ
く
」
が
私
の

仕
事
場
で
す
。
土
佐
弁
が
飛
び
交

う
職
場
で
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
高
知
が
大
好
き
で
、

多
く
の
方
に
高
知
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
接
客
の
勉
強
を
し
よ
う
と
思

い
、
県
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
年
々
「
高
知
に
関
わ
り

た
い
な
」
「
高
知
に
帰
ろ
う
か
な
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
昨
年
の
春
、
高
知

県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
高
知
の

知
名
度
を
上
げ
る
。
高
知
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
。
高
知
の
商
品

を
売
る
こ
と
で
、
高
知
の
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
。
と
い
う
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、
ま
さ
し

く
私
が
高
知
県
の
た
め
に
し
た
い

こ
と
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
な
ん

の
迷
い
も
な
く
、
職
員
募
集
に
応

募
し
ま
し
た
。
運
よ
く
採
用
し
て

い
た
だ
き
、
昨
年
の
６
月
、
オ
ー

プ
ン
準
備
か
ら
「
お
き
ゃ
く
」
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
働
き
始

め
て
、
高
知
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
が
意
外
と
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
東
京
で
働
き
始
め
て
丸
３

年
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
、

ほ
と
ん
ど
高
知
の
方
に
は
お
会
い

し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
土
佐
弁
な

ん
て
話
す
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
「
お
き
ゃ

く
」
で
は
、
高
知
の
方
に
お
会
い

し
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
冒

頭
の
と
お
り
土
佐
弁
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
知
県
出
身
の

方
は
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
で
す
ぐ

に
私
が
高
知
県
出
身
だ
と
わ
か
る

の
で
し
ょ
う
ね
、
「
お
た
く
は
高

知
県
や
ろ
？
」
と
か
「
高
知
の
ど

こ
？
」
と
気
軽
に
声
を
か
け
て
下

さ
る
の
で
、
つ
い
つ
い
盛
り
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
出
身
で
な
い
方

も
「
以
前
に
旅
行
し
て
…
」
と
か

「
仕
事
で
住
ん
で
て
…
」
な
ど
高

知
を
基
軸
に
話
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ

が
り
ま
す
。
龍
馬
ブ
ー
ム
の
名
残

も
あ
っ
て
か
、
私
の
土
佐
弁
は
県

外
の
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
て

い
ま
す
が
、
作
業
の
指
示
も
土
佐

弁
に
な
っ
て
い
る
時
が
多
い
ら
し

く
、
実
は
ス
タ
ッ
フ
の
皆
に
よ
く

笑
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
お
客
様
と
や
り
と
り
す

る
中
で
、
「
高
知
県
人
の
高
知
へ

の
愛
情
」
の
大
き
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
店
構
え
や
、
メ
ニ
ュ
ー
、

味
付
け
な
ど
に
関
し
て
「
も
っ
と

○
○
し
た
ほ
う
が
え
い
。
」
「
こ

ん
な
▲
▲
じ
ゃ
い
か

ん
。
」
「
□
□
さ
ん

は
こ
う
や
っ
て
言
い

よ
っ
た
で
。
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
意
見
を

頂
き
ま
す
。
厳
し
い

意
見
も
多
数
で
す
が
、

ど
の
意
見
も
皆
さ
ん

が
高
知
県
の
こ
と
を

思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
ら
出
る
意
見
で
、

そ
れ
だ
け
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
行
く
末
を
心

配
し
て
、
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
県
外
出

身
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
そ
ん

な
地
元
愛
は
と
て
も
不
思
議
な
の

だ
そ
う
で
す
。
「
そ
ん
な
に
熱
く

な
れ
る
地
元
が
あ
る
の
は
す
ご
い
！
」

と
羨
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
も
。
同

様
に
彼
女
た
ち
は
「
高
校
の
結
束

力
」
に
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
特

に
土
佐
高
校
の
絆
は
強
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
店
に
は
、
高
知
全
県

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
別
の
寄
せ

書
き
ノ
ー
ト
が
あ
る
の
で
す
が
、

実
は
土
佐
高
校
寄
せ
書
き
ノ
ー
ト

へ
の
記
入
が
最
も
多
い
の
で
す
。

「
何
回
生
？
」
か
ら
始
ま
り
、
後

輩
だ
と
わ
か
る
と
来
る
た
び
に

「
元
気
か
え
？
」
と
気
に
か
け
て

下
さ
る
の
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
「
先
輩
や

き
粗
相
し
た
ら
い
か
ん
！
」
と
い

う
緊
張
感
も
増
し
ま
す
が
（
笑
）
。

こ
れ
か
ら
も
高
知
の
た
め
に
日
々

頑
張
り
ま
す
の
で
、
「
お
き
ゃ
く
」

に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
厳
し
く
ご

指
導
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
（
十
六
）

上
原

麗
（
78
回
生
）



私
の
義
父
は
同
窓
の
先
生
方
に

非
常
に
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
拙
文
で
は
あ
り

ま
す
が

そ
の
一
端
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

義
父
は
明
治
45
年
生
ま
れ
、
戦

後
風
邪
を
引
い
た
こ
と
が
な
い
程

健
康
で
、
風
邪
を
引
く
の
は
緊
張

が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
よ
く
冗
談

で
言
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に

80
代
に
な
る
と
、
高
齢
者
特
有
の

前
立
腺
肥
大
に
な
り
、
私
が
住
ん

で
い
る
東
西
線
行
徳
駅
近
く
に
開

院
さ
れ
た
ば
か
り
の
51
回
生
の
岩

田
真
二
先
生
と
の
十
数
年
に
及
ぶ

お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

出
身
地
の
話
か
ら
同
窓
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
よ
う
で
す
。

先
生
が
親
切
に
対
応
し
て
下
さ
っ

た
の
で
２
週
間
に
一
度
の
診
察
を

楽
し
み
に
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
の
年
末
の
夜
、
具
合
が

悪
く
な
り
医
院
に
電
話
し
ま
し
た

が
、
連
絡
が
取
れ
ず
思
い
余
っ
て

ご
自
宅
に
お
電
話
し
ま
し
た
。
奥

様
（
同
窓
生
）
も
気
持
ち
よ
く
先

生
に
連
絡
し
て
頂
き
、
事
務
の
打

ち
上
げ
の
食
事
中
に
も
拘
ら
ず
医

院
に
戻
っ
て
来
て
下
さ
り
、
通
常

は
救
急
病
院
で
し
か
受
け
ら
れ
な

い
よ
う
な
手
術
に
近
い
処
置
を
し

て
頂
き
、
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
専
門
外
の
事
も
相

談
し
、
先
生
の
指
図
に
従
い
、
先

生
を
命
綱
と
思
い
、
晩
年
を
穏
や

か
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
往
診

も
お
願
い
し
、
先
生
の
見
え
る
日

に
は
髭
を
剃
り
身
だ
し
な
み
に
も

気
を
つ
け
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

医
師
と
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ

た
義
父
は
、
全
て
を
先
生
に
お
任

せ
し
、
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

岩
田
先
生
の
お
陰
で
長
生
き
で
き

た
と
記
し
た
日
記
が
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。

最
後
に
数
日
入
院
し
た
近
く
の

病
院
の
先
生
も
偶
然
56
回
生
の
泌

尿
器
科
の
濱
口
晃
一
先
生
で
し
た
。

同
窓
と
言
う
こ
と
で
家
族
も
心
強

く
今
晩
が
危
な
い
と
予
想
さ
れ
た

時
に
は
見
送
る
覚
悟
も
で
き
、
先

生
の
そ
の
言
葉
通
り
家
族
で
悔
い

の
な
い
最
期
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

又
、
た
ま
た
ま
同
期
会
に
奈
良

か
ら
参
加
さ
れ
た
細
木
靖
弘
先
生

に
も
、
義
父
の
不
調
の
時
に
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
事
が
出
来

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
同
窓
医
師
に
お
世

話
に
な
り
、
平
成
20
年
95
歳
の
天

寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
君
は
同
窓
生
の
た

め
に
何
か
役
立
つ
事
を
し
ま
し
た

か
？
そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
・
・
丁

度
紙
幅
が
尽
き
た
よ
う
で
・
・
・
。
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東
日
本
大
震
災
と
福
島

原
発
事
故
の
影
響
で
中
止

が
危
ぶ
ま
れ
た
、
ガ
ー
ナ

国
男
女
高
校
生
20
人
の
日

本
研
修
旅
行
（
東
京
・
福

島
）
の
実
施
が
決
ま
り
ま

し
た
。

今
年
は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
東
京
で
の
交
流
・
原

宿
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
出

場
（
８
月
28
日
）
の
あ
と
、

野
口
英
世
の
出
身
地
猪
苗

代
町
は
じ
め
、
会
津
若
松

市
、
福
島
市
な
ど
県
内
各

地
を
６
泊
７
日
の
予
定
で

訪
ね
る
予
定
で
す
。
宿
泊

予
定
地
猪
苗
代
の
関
係
者

は
「
災
厄
に
加
え
、
修
学

旅
行
の
相
次
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
や
避

難
民
特
に
子
供
た
ち
へ
の
い
じ
め

な
ど
で
心
が
沈
み
が
ち
な
福
島
県

民
に
と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
は

る
ば
る
来
て
く
れ
る
・
・
・
そ
の

こ
と
だ
け
で
最
高
の
励
ま
し
に
な

る
」
と
地
域
を
挙
げ
て
歓
迎
準
備

に
入
っ
て
い
ま
す
。

一
行
の
訪
問
に
先
立
ち
、
お
馴

染
み
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
高

校
か
ら
の
慰
問
メ
ッ
セ
ー
ジ
「Pr

ay
for

Japan

」
が
動
画
サ
イ
ト

You
Tu
be

で
公
開
さ
れ
て
、
人
々

を
元
気
づ
け
て
い
る
ほ
か
、
ア
ク

ラ
か
ら
は
ガ
ー
ナ
産
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
経
由
で
届
い
て
、

地
元
の
子
供
た
ち
に
配
ら
れ
て
お

り
ま
す
（
５
月
25
日
付
福
島
民
友
）
。

一
方
、
こ
の
時
期
に
来
日
を
決

め
た
ガ
ー
ナ
高
校
生
は
も
と
よ
り
、

東
京
交
流
の
幹
事
役
麻
布
学
園
も

今
回
は
特
別
な
気
持
ち
で
交
流
に

臨
ん
で
い
ま
す
。

震
災
の
直
後
は
、
訪
問
予
定
地

福
島
の
惨
状
、
宿
泊
先
の
確
保
難
、

資
金
難
の
三
重
苦
で
、
過
去
７
年

続
け
て
き
た
日
本
研
修
旅
行
中
止

の
瀬
戸
際
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
我
々
支

援
会
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の

が
、
麻
布
学
園
を
始
め
と
す
る
生

徒
さ
ん
達
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
諦

め
な
い
で
！
」
と
い
う
熱
烈
な
訴

え
で
し
た
。

土
佐
校
の
現
役
・
Ｏ
Ｇ
も
参
加

す
る
「
熱
い
夏
」
へ
の
応
援
を
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会
」

◇
住
所:

千
代
田
区
紀
尾
井
町
４
‐
13

マ
ー
ド
レ
松
田
ビ
ル
４
Ｆ

浅
井
法
律
事
務
所
内

◇
電
話:

（
０
３
）
３
２
３
４
‐
３
８
３
８

◇
Ｅ
メ
ー
ル:

wakoasai@white.plala.or.jp

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ:

http://w
ww.ne.

jp/asahi/g
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ガ
ー
ナ
高
校
生
今
年
は
福
島
へ

公
文
敏
雄
（
35
回
生
）

祈っています。ガーナ国セント・ピーターズ高校より

表参道で踊る「ロッテ・ガーナよさこい連」(2010年)

同
窓
医
師
と
義
父
川
添
正
之
（
37
回
生
）



□
新
聞
部
Ｖ
Ｓ
大
嶋
校
長

同
盟
休
校
問
題
な
ど
の
後
遺
症

も
な
く
な
り
、
平
穏
な
日
々
が
も

ど
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
昭
和
31
年

春
、
わ
れ
わ
れ
34
回
生
の
仲
間
は

新
聞
部
に
入
っ
た
。
そ
し
て
問
題

が
な
く
て
も
「
記
事
に
な
る
事
柄

は
ヤ
マ
ほ
ど
あ
る
」
と
先
輩
か
ら

教
え
ら
れ
た
。
し
か
し
漠
然
と
空

回
り
し
た
ま
ま
、
新
入
部
員
の
一

学
期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

そ
こ
に
東
京
で
開
か
れ
る
高
校

新
聞
大
会
へ
の
招
待
状
が
届
い
た
。

向
陽
新
聞
が
全
国
の
「
優
秀
新
聞
」

に
選
ば
れ
た
実
績
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
し
か
し
、
活
動
の
中
心
だ
っ

た
当
時
の
二
年
生
部
員
は
出
席
を

辞
退
し
た
。
「
受
験
勉
強
の
た
め

辞
め
た
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
相
談
を
受
け
た
三
年
生
部
員

は
実
質
的
な
部
活
か
ら
は
卒
業
し

て
い
た
が
、
部
室
に
は
し
ば
し
ば

出
入
り
し
て
い
た
。
そ
し
て
「
有

事
」
追
求
取
材
の
経
験
を
も
と
に

「
記
事
は
足
で
書
け
。
頭
だ
け
で

書
く
な
」
な
ど
と
後
輩
に
ハ
ッ
パ

を
か
け
る
怖
い
存
在
だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
結
論
は
「
吉
川
と
秦

洋
一
（
故
人
）
を
派
遣
す
る
。
二

人
に
は
二
学
期
か
ら
部
長
、
編
集

長
を
や
ら
せ
る
」
だ
っ
た
。
拒
否

で
き
な
い
ま
ま
、
く
ち
ば
し
の
黄

色
い
一
年
生
部
員
が
重
荷
を
背
負

い
込
み
、
四
苦
八
苦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

大
会
か
ら
帰
っ
た
あ
る
日
、
二

人
は
報
告
の
た
め
校
長
室
に
呼
ば

れ
た
。
大
会
そ
の
も
の
よ
り
も
、

他
校
代
表
と
の
交
流
会
で
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
を
報
告

し
た
。
何
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

か
。
そ
れ
は
他
校
の
代
表
が
三
年

生
中
心
で
自
分
た
ち
と
発
言
や
会

話
の
レ
ベ
ル
が
違
っ
て
い
た
こ
と
、

ほ
と
ん
ど
の
新
聞
が
無
料
配
布
で

部
費
は
何
倍
か
多
い
こ
と
だ
っ
た
。

と
く
に
グ
ル
ー
プ
別
の
交
流
会
で

は
ト
イ
ン
ビ
ー
史
論
や
サ
ル
ト
ル

の
実
存
主
義
が
話
題
に
な
っ
た
が
、

土
佐
高
に
は
受
験
勉
強
が
あ
る
だ

け
で
、
そ
う
し
た
議
論
に
は
さ
っ

ぱ
り
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。
学

齢
の
差
だ
け
で
な
い
も
の
を
感
じ

て
、
そ
の
悔
し
い
状
況
な
ど
を
報

告
し
た
。

純
白
の
カ
バ
ー
の
か
か
っ
た
椅

子
に
痩
身
を
沈
め
て
聞
い
て
い
た

大
嶋
校
長
か
ら
「
そ
れ
で
何
か
注

文
は
あ
る
か
ね
」
と
問
わ
れ
た
。

つ
い
「
土
佐
高
は
受
験
に
閉
じ
込

め
過
ぎ
だ
と
思
う
。
せ
め
て
全
校

集
会
の
た
び
に
校
長
先
生
が
『
一

期
校
の
試
験
ま
で
あ
と
何
日
』
と

繰
り
返
す
の
は
や
め
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
あ
と
「
新

聞
部
の
諸
君
は
『
土
佐
高
生
の
頭

を
た
た
い
て
み
れ
ば
、
サ
イ
ン
コ

サ
イ
ン
、
イ
ッ
ト
ザ
ッ
ト
の
音
が

す
る
』
と
批
判
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
進
学
第
一
の
方
針
は
変
え
な

い
。
運
動
部
も
文
化
部
も
活
発
に

や
れ
て
い
る
」
「
新
聞
部
費
に
つ

い
て
は
無
料
配
布
に
す
る
な
ら
増

額
を
考
え
よ
う
」
と
、
き
っ
ぱ
り

言
い
わ
た
さ
れ
た
。

無
料
配
布
と
部
費
の
件
は
部
内

で
議
論
し
た
。
そ
し
て
結
論
は

「
一
部
10
円
で
売
る
。
部
費
も
増

額
を
求
め
な
い
」
だ
っ
た
。
理
由

は
「
大
多
数
の
生
徒
が
買
っ
て
読

ん
で
く
れ
る
よ
う
な
新
聞
を
つ
く

る
」
「
部
費
の
配
分
は
生
徒
会
が

決
め
る
も
の
で
、
校
長
の
一
存
と

い
う
の
は
ス
ジ
が
通
ら
な
い
。
費

用
の
不
足
は
広
告
で
ま
か
な
う
」

と
い
う
も
の
。
意
地
っ
張
り
で
、

意
気
込
み
だ
け
は
盛
ん
な
一
年
生

部
員
た
ち
の
理
由
づ
け
だ
っ
た
。

そ
れ
を
率
直
に
報
告
し
た
ら
大

嶋
校
長
は
大
き
く
う
な
ず
き
「
や
っ

ぱ
り
伝
統
だ
な
あ
。
か
な
り
前
に
、

諸
君
の
先
輩
か
ら
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
い
わ
れ
た
。
が
ん
ば
り
た

ま
え
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。
そ

し
て
「
あ
の
『
試
験
ま
で
あ
と
何

日
』
は
年
に
一
回
だ
け
に
す
る
よ
」

と
笑
顔
で
、
校
長
室
か
ら
送
り
出

さ
れ
た
。
熱
い
慈
愛
に
う
た
れ
た

記
憶
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

□
救
護
室
に
泊
ま
っ
た

さ
て
紙
面
だ
が
、
自
分
た
ち
の

取
材
力
と
は
別
に
平
穏
な
時
期
に

は
や
は
り
、
当
た
り
障
り
の
な
い

平
凡
な
も
の
に
な
る
。
印
象
深
い

の
は
先
生
へ
の
ぶ
っ
つ
け
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
「
ち
ょ
っ
と
失
礼
」
に
部

員
同
士
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
く
ら
い
だ
。
こ
れ
は

楽
し
く
取
材
し
、
大
い
に
失
礼
な

こ
と
を
書
い
て
、
各
回
と
も
好
評

だ
っ
た
。

新
規
の
広
告
開
拓
に
も
苦
し
ん

だ
が
、
難
物
は
制
作
だ
っ
た
。
実

物
大
の
紙
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
何
通

り
も
描
き
、
一
つ
に
絞
り
込
む
。

そ
れ
が
完
成
し
た
ら
、
原
稿
、
写

真
と
と
も
に
印
刷
所
に
持
ち
込
む
。

し
か
し
、
そ
こ
で
終
わ
り
と
は
ま

い
ら
な
い
。
当
時
は
活
版
印
刷
で

印
刷
所
の
大
ま
か
な
工
程
は
職
人

に
よ
る
活
字
拾
い
、
写
真
製
版
、

小
組
、
大
組
、
試
刷
り
、
本
印
刷

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。
こ
の

工
程
と
い
う
の
が
曲
者
で
、
制
作

費
を
安
く
値
切
っ
て
い
る
た
め
、

印
刷
所
は
通
常
の
業
務
が
終
わ
っ

た
あ
と
の
夜
間
を
利
用
し
た
ア
ル

バ
イ
ト
残
業
に
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
「
今
日
は
こ
れ
ま
で
。
明

日
は
忙
し
い
の
で
次
は
明
後
日
」

と
い
っ
た
調
子
で
一
週
間
前
後
か

か
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
そ

し
て
部
員
二
、
三
人
が
毎
回
、
現

場
に
つ
き
あ
わ
さ
れ
た
。
最
後
の

大
組
が
完
成
す
る
と
、
ぬ
れ
た
紙

に
刷
っ
た
大
ゲ
ラ
を
チ
ェ
ッ
ク
、

試
刷
り
し
て
持
ち
帰
る
。
翌
日
は

み
ん
な
で
再
チ
ェ
ッ
ク
し
て
印
刷

所
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
て
完
了

す
る
。
私
も
秦
も
か
な
り
遠
距
離

の
自
転
車
通
学
だ
っ
た
。
し
か
も

要
領
が
悪
い
た
め
夜
遅
く
ま
で
部

室
に
滞
留
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

つ
い
疲
れ
て
ゴ
ロ
寝
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
当
直
の
先
生
に
み
つ
か
っ

て
「
救
護
室
で
し
ば
ら
く
休
め
」

と
連
れ
て
行
か
れ
、
朝
ま
で
寝
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

印
刷
所
か
ら
新
聞
が
届
く
と
、

出
来
映
え
よ
り
も
イ
ン
ク
の
に
お

い
を
、
み
ん
な
で
喜
ん
だ
。

10
円
の
新
聞
は
い
つ
も
約
八
割
が

売
れ
た
。
そ
れ
が
高
い
か
安
い
か
。

( 10 )

向
陽
新
聞
に
見
る
土
佐
中
高
の
歩
み

③

―

大
嶋
校
長
・
新
聞
部
活
動
・
そ
の
他

―

吉
川

順
三
（
34
回
生
）

新
聞
部
の
創
生
期
や
入
試
漏
洩
問
題
な
ど
、
前
号
ま
で
の
く
わ
し
い
記

述
で
昭
和
30
年
以
前
の
向
陽
新
聞
と
母
校
の
か
か
わ
り
、
歴
史
的
な
資
料

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
今
回
は
こ
の
欄
の
タ
イ
ト
ル
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
が
、

半
世
紀
以
上
も
昔
の
一
時
期
の
追
憶
随
想
で
お
ゆ
る
し
願
い
た
い
。

（
文
中
敬
称
省
略
）



学
校
近
く
で
老
夫
婦
が
営
む
「
一

心
」
の
キ
ツ
ネ
う
ど
ん
が
、
た
し

か
一
杯
20
円
の
時
代
だ
っ
た
。

一
年
先
輩
の
「
早
す
ぎ
る
引
退
」

で
、
わ
れ
わ
れ
34
回
生
は
新
聞
部

の
活
動
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
間
、
多
少
の
出

入
り
は
あ
っ
た
が
、
部
員
は
つ
ね

に
10
人
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
半

数
近
く
を
才
気
あ
ふ
れ
る
女
子
た

ち
が
占
め
、
彼
女
た
ち
は
積
極
的

に
記
事
を
書
い
た
う
え
、
友
人
を

引
き
連
れ
て
に
ぎ
や
か
に
部
室
に

出
入
り
し
た
。
女
生
徒
の
少
な
い

土
佐
高
で
は
画
期
的
な
こ
と
で
、

男
子
部
員
は
記
事
よ
り
も
雑
用
に

追
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
私
が
毎
日
新
聞
、
秦

が
朝
日
新
聞
、
国
見
昭
郎
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
三
人
の
部
員
が
、
の
ち
に
マ

ス
コ
ミ
の
職
業
を
選
ん
で
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
新
聞
部
で
も
異
例
の

現
象
だ
っ
た
。
た
ぶ
ん
高
校
時
代

の
「
居
心
地
の
よ
い
新
聞
部
」
が

影
響
し
た
も
の
だ
と
思
う
。

＊

＊

＊

つ
い
で
に
私
の
こ
と
に
触
れ
る

と
経
済
記
者
と
し
て
「
安
宅
産
業

の
崩
壊
」
「
三
光
汽
船
の
倒
産
」

な
ど
の
ス
ク
ー
プ
取
材
に
か
か
わ
っ

た
。
「
リ
ク
ル
ー
ト
、
ダ
イ
エ
ー

の
傘
下
に
」
で
は
新
聞
、
通
信
、

放
送
界
で
一
九
九
二
年
度
の
最
優

秀
ス
ク
ー
プ
と
さ
れ
る
新
聞
協
会

賞
を
受
け
た
。

記
事
は
学
説
や
理
論
で
は
な
い
。

記
者
の
基
本
は
あ
く
ま
で
取
材
対

象
に
直
接
ぶ
つ
か
り
真
相
に
迫
る

こ
と
だ
。
新
聞
部
の
先
輩
た
ち
か

ら
教
わ
っ
た
、
あ
の
「
記
事
は
足

で
書
け
」
を
い
つ
も
思
い
お
こ
し

て
い
た
。

＊

＊

＊

近
年
、
東
京
の
「
34
回
生
同
窓

会
」
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
つ
て
受
験
勉
強
に
取
り
組
ん
だ

も
の
、
野
球
、
体
操
、
グ
ラ
イ
ダ
ー

や
美
術
、
演
劇
、
映
画
、
放
送
な

ど
部
活
と
格
闘
し
た
も
の
た
ち
が

毎
回
50
人
前
後
集
ま
る
。
そ
し
て

「
み
ん
な
土
佐
中
・
高
生
の
自
負

を
持
っ
て
い
た
」
「
厳
し
い
が
自

由
な
校
風
だ
っ
た
」
と
半
世
紀
以

上
も
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

い
ま
の
土
佐
中
・
高
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
現
役
関
係
者
た
ち
が
新
し

い
伝
統
と
校
風
を
つ
く
り
だ
し
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

◇
「
筆
山
」
編
集
部

50
号
記
念
慰
労
会

Ｉ
Ｎ

浅
草

筆
山
50
号
編
集
作
業
も
終
り
に

近
づ
い
た
六
月
某
日
、
梅
雨
の
季

節
。
ベ
テ
ラ
ン
編
集
委
員
の
Ｉ
君

の
肝
煎
り
で
、
筆
山
編
集
部
員
が

珍
し
く
編
集
会
議
以
外
で
集
ま
り
、

東
京
食
べ
歩
き
を
や
り
ま
し
た
。

場
所
は
江
戸
情
緒
を
色
濃
く
残

し
た
浅
草
。
土
曜
日
の
真
昼
間
に

集
ま
っ
た
の
は
編
集
委
員
十
人
中

八
人
。
女
性
四
人
男
性
四
人
が
雷

門
前
に
集
合
し
ま
し
た
。

江
戸
情
緒
は
残
っ
て
い
る
が
、

本
物
の
江
戸
浅
草
界
隈
の
遺
産
は

も
う
数
多
く
な
い
。
浅
草
寺
観
音

堂
、
五
重
塔
、
風
神
雷
神
門
（
雷

門
）
、
仁
王
門
、
浅
草
神
社
（
三

社
様
）
、
浅
草
寺
奥
山
、
駒
形
堂
、

吾
妻
橋
、
角
の
ど
ぢ
ゃ
う
屋
（
駒

形
ど
ぜ
う
）
、
鷲
神
社
、
待
乳
山

聖
天
、
川
向
こ
う
長
命
寺
の
桜
餅

な
ど
。
風
俗
文
化
で
は
、
墨
堤
の

桜
、
三
社
祭
、
酉
の
市
ぐ
ら
い
か
。

明
治
以
後
滅
び
て
見
な
く
な
っ

た
も
の
は
、
猿
若
町
の
芝
居
、
山

谷
掘
（
暗
渠
化
）
、
日
本
堤
、
新

吉
原
大
門
、
吉
原
の
遊
女
・
芸
者

・
幇
間
、
竹
屋
の
渡
し
、
今
戸
の

瓦
焼
き
、
山
谷
八
百
善
、
猪
牙
舟
、

屋
根
舟
等
々
が
あ
る
。

一
同
、
ま
ず
は
「
米
久
」
の
牛

鍋
で
遅
い
昼
食
を
と
る
。
Ｉ
編
集

委
員
に
よ
る
と
、
牛
鍋
は
す
き
焼

き
に
似
て
非
な
る
も
の
な
り
と
言

う
。
割
下
を
加
え
て
小
さ
な
鉄
鍋

で
じ
っ
く
り
と
牛
肉
を
煮
込
む
。

な
る
ほ
ど
、
明
治
の
書
生
は
牛
肉

を
こ
う
や
っ
て
食
っ
て
い
た
の
か

と
、
懐
旧
の
情
に
浸
り
な
が
ら
、

酒
も
飲
ん
で
、
米
久
の
閑
静
な
座

敷
で
、
土
佐
人
ら
し
く
大
声
で
談

論
風
発
。
一
同
腹
ご
し
ら
え
を
し

ま
し
た
。

さ
て
次
は
、
や
は
り
Ｉ
君
の
お

す
す
め
の
甘
味
処
「
梅
園
」
。
な

ん
と
八
人
中
一
人
の
甘
党
（
下
戸
）

を
除
い
て
、
残
り
全
員
が
甘
辛
両

刀
使
い
。
土
佐
人
は
実
に
こ
れ
が

多
い
。
注
文
品
は
「
ぜ
ん
ざ
い
」

が
一
番
多
く
て
、
残
り
は
「
あ
ん

み
つ
」
。
梅
園
の
あ
ん
み
つ
は
非

常
に
甘
い
の
だ
が
、
品
の
良
い
甘

さ
が
す
る
。
何
人
か
は
更
に
、
大

福
や
葛
餅
を
お
土
産
に
買
っ
て
い

た
。夕

刻
に
至
る
と
、
や
は
り
Ｉ
君

の
昔
な
じ
み
の
居
酒
屋
に
繰
り
込

ん
で
、
男
も
女
も
酒
盛
り
の
や
り

直
し
。
こ
う
い
う
と

こ
ろ
に
来
る
と
ロ
ー

ト
ル
編
集
委
員
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、

大
変
な
騒
ぎ
。
お
神

酒
が
過
ぎ
て
「
ま
っ

こ
と
酔
う
た
ち
や
」

と
い
う
人
が
続
出
し

ま
し
た
。
ま
こ
と
に

有
意
義
な
50
号
記
念

慰
労
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
Ｔ
・
Ｎ
）
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第一回向陽プレスクラブ総会にて。前列中央筆者

土佐中学・高等学校 事務局 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosa.ed.jp/index.html
土佐中学・高等学校同窓会本部 会計幹事 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosaobog.com/

同窓会北海道支部 事務局長 山本隆昭 〒001-0018 札幌市北区北18条西6丁目 ARTE 88-305
(TEL)011-756-2817 (FAX)011-756-2817 (E-mail)yamat@den.hokudai.ac.jp

同窓会東海支部 事務局長 神宮美恵子 〒468-0075 名古屋市天白区御幸山1201 御幸山ﾊﾟｰｸﾏﾝｼｮﾝ B-301
(TEL)052-837-5834 (FAX)ナシ (E-mail)jjingu-m@crux.ocn.ne.jp (HP)http://tosakotokai.web.infoseek.co.jp/

同窓会関西支部 事務局長 原田和人 〒530-6001 大阪市北区天満橋1-8-30 OAPタワー1F アリコジャパン内
(TEL)090-1073-7822 (FAX)ナシ (E-mail)harada73@hotmail.com (HP)http://www.tosa-ko.org/kansai/

同窓会広島支部 事務局長（新）大谷準一 〒734-0007広島県広島市南区皆実町6-3-26-902
(TEL)082-253-5759 (FAX)082-254-7523 (Email)spat56z9@vesta.ocn.ne.jp (HP)http://www.geocities.jp/hiroshimashibu/
同窓会香川支部 事務局長 武山正人（担当：大石浩）〒760-8573 高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
(TEL)050-8801-2720 (FAX)ナシ (E-mail)ooishi11737＠yonden.co.jp

同窓会関東支部 事務局長 二宮潔 〒100-8222 東京都千代田区丸の内2－6－1 丸の内パークビルディング
森・濱田・松本法律事務所弁護士市川直介気付

(TEL)03-5223-7719 (FAX)03-5223-7619 (E-mail)naosuke.ichikawa@mhmjapan.com (HP)http://www.tosako-kanto.org/

母
校/

同
窓
会
本
部/

各
支
部
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〔創刊号～８号編集長＝小松勢津子（３５回）〕
筆山創刊号（1985.11）
『筆山』発刊にあたって― 母校発展を願って 支部長 北岡龍
海（５回）／同窓会は橋 幹事長 浅井伴泰（３０回）／ノン
フィクション作家の思い－８６新年総会講演に先立って－ 塩
田潮（４０回）／２０人にきいてみました… １００字アンケー
ト 安岡義則（８回）中尾成彦（９回）寺川博典（１２回）葛
目尚宏（１３回）島内淳（１６回）岡崎昌生（２３回）石田
正一郎（２７回）川村愿（２８回）原弘道（３０回）堀内稔
久（３２回）久保内端郎（３３回）安土正篤（３４回）黒川
雄爾（３７回）出来尚史（３９回）伊東千恵（４１回）小松
孝明（４４回）岡部美智（４７回）二宮潔（４９回）中谷元
（５１回）川沢琢也（５９回）／「今こんなことやってます
障害を負った人々と共に」 長沢道子（３５回）／カマス逝く
－９２歳！／曾我部校長の胸像完成す／Ｄ・ミネ氏の喜寿を
祝う会

筆山第２号（1986.7）
「今こんなことやってます２ ６月２３日と２４日にした事」
竹邑類（３５回）／支部会則が発効 二千円の年会費納入に

ご協力を／インタビュー 前文部省事務次官 宮地貫一氏（２
１回）／随想 母校をみんなでもり立てよう 浅井伴泰（３０
回）／県体 ５年ぶり優勝の庭球 バドミントンは４年連続／
しんぶん切りぬき帖（高知新聞より転載） 県外の私立進学中
へ５８人

筆山第３号（1986.12）
INTERVIEW② 殿様三菱を変身させた土佐のやんちゃぼうず 三
菱電機名誉会長 進藤貞和氏（３回）／『群青のとき－我らカッ
トビ青春記－』出版 土佐高６１回生Ｈホーム／座談会 志願
者調査対策委員会委員長 籠尾良雄先生（２７回）を囲んで
／関東支部草創のころ 近藤久寿治（６回）／戦争の時代へ
曽和純一（１６回）／同窓会の再出発 島内淳（１６回）／ま
んじゅう会の由来 伴正一（１７回）

筆山第４号（1987.7）
INTERVIEW③ 仲人は宮尾登美子さん“片地の秀才”に憧れ土
佐中へ 作家 倉橋由美子さん（２９回）／話題の周辺 遠ざかっ
た甲子園／土佐高野球部 光と影／野球部創部四十周年／アメ
リカ留学レポート「百聞は一見に…を実感する日々」土佐高
英語科教諭 イースタンイリノイ大学留学中 井上聖香／思い
出の先生がた① 広田直吉先生（昭和４９年ご逝去）髪はカラ
スの濡羽色 広田先生長女 広田伊佐子（３０回）／今こんな
ことやってます３ タイ国インドシナ難民眼鏡贈呈プロジェク
ト 富士メガネ 窪田秀忠（３８回）

筆山第５号（1987.12）
関東支部長に就任して 放送大学学園理事長 宮地貫一（２１
回）／浅井幹事長など再任／INTERVIEW④ ２分でメロディ浮
かんだ「平城山」 東京音楽学校は独学で合格 作曲家 平井康
三郎氏（５回）／都市の社会変容に関心 『コンピュータ新人
類の研究』で第１８回大宅ノンフィクション賞受賞 神戸市外
語大教授 野田正彰氏（３７回）／ユキ＆ユリの珍道中 大原
由紀（５５回）金澤由里（５５回）／思い出の先生がた② 片
岡敏男先生（昭和４８年ご逝去） 父のこと 片岡先生長女 田
村真佐子（３９回）／株価大暴落から一か月 恐慌なんか怖く
ない 日本経済新聞 鍋島高明（３０回）

筆山第６号（1988.7）
インタビュー⑤ 東大投手として１７勝の記録を保持 コンク
リート工学の権威として本四架橋にも関与 東大工学部教授
岡村甫氏（３２回）／高知からの報告 いま母校は攻めの姿勢
で前進を 高知新聞社会部副部長 宮内巌（３９回）／新年総
会に初めて出席して 武市楯夫（１８回）伊野部彦慧（３５回）
福富廉（４９回）中内真奈（５２回）赤崎達志（５５回）平
山英樹（５９回）本越和代（６１回）永野美華（６１回）／
今こんなことをしています４ 高校で学んだことに助けられ文
学関係の本を編集中 筑摩書房編集部 岩川哲司（４４回）／

思い出の先生方③ 父とオンカンと 中山先生次女・山岸雅恵
（３０回）／個室でエアコン付 土佐中・高「向陽寮」が完成
／土佐高の思い出①―廃材から古釘を取って居られた大嶋校
長― 元土佐高教諭 吉田冨士子

筆山第７号（1988.12）
インタビュー⑥ 芝居の道三十年、今でも舞台の前は震えます。
劇団昴俳優 北村総一朗さん（２９回）／十一年ぶり 野球部

四国大会出場果たす／見えてきた甲子園 監督・籠尾良雄／同
窓会も国際化の時代です ２８回生８人の美女ヨーロッパに集
う 取材:大原由紀・金沢由里（５５回）／北海道だより 吉野
保徳（３１回）／近藤先輩の喜寿を祝う会盛大に開く／土佐
高の思い出② お酒がまわると「おばん、おばん」 吉田冨士
子（元教諭）／思い出の先生方④ 山岸泰先生（昭和５２年ご
逝去） 父と日曜市と俳句 山岸先生長女・樫谷孝子（３３回）
／今こんなことをしています５ スイスとソウル・オリンピッ
ク 在スイス日本大使館一等書記官 岡田憲治（４８回）／山
野井道子さん（３６回）逝く／２１世紀のための友情計画に
参加して 労働省婦人局婦人福祉課 矢野真実（５３回）

筆山第８号（1989.8）祝・甲子園出場号
野球部が１４年ぶりに夏の甲子園出場決める／母校再生へ一
丸 活性化委が打開策を答申／インタビュー⑦ 第７回朝日現
代クラフト展で奨励賞を受賞した 山本美香さん（５９回）／
特別手記 昭和の終った日―昭和天皇の病理検査を担当した故
浦野教授夫人が綴る 船橋病院小児科医師 浦野純子（３０回）
／思い出の先生方⑤ 吉本要先生（昭和６０年ご逝去） 悲し
きゼロの計算 高橋展子（長女）／今こんなことをしています
６ 北極にかける夢―オーロラの下石油を探す 海外石油開発
㈱ 弘瀬孝昭（３７回）／北岡さん（５回）の喜寿祝う 筆山
会記念ゴルフ大会開く／三根校長墓参の会／平井康三郎氏一
家の演奏会、高知で開く／セントポーリア談義 曽和純一（１
６回）／龍馬の精神に酔う 竹邑類演出のミュージカルをみて
大原由紀・金沢由里（５５回）／関西支部の会報名「なんぷ

う」に／広島支部設立総会開く／「根っこ」土佐中一Ａ学級
通信／３２回生、意気強し―京の都に８７名大集合！！ 山下
成子（３２回）

〔９号～１４号編集長＝戸田博之（３８回）〕
筆山第９号（1989.12）
十四年目の甲子園 近藤久寿治（６回）／全力観戦記 片山直
久（３８回） 中尾成彦（９回） 高野和夫（２２回） 竹中恵
美子（３２回） 戸田博之（３８回） 関雅夫（３９回） 浦部
孔明（５１回） 馬詰葉子（５９回）／全役員を再任－懇親会
で食中毒－学年幹事会／みんなで飲めばこわくない－一木会
誕生－／集う同胞意気高し 曽和純一（１６回） 戸田博之
（３８回） 佐々木泰子（３３回） 壺坂・青島（２８回） 藤
宗俊一（４２回）／食中毒顛末記 事務局・岩村康生（４１回）

／思い出の先生方⑥ 初代校長 三根円次郎先生 三根徳一（長
男 ディック・ミネ）／土佐高の思い出③ 土佐の龍馬とおと
めさんへ 吉田冨士子（元教諭）

筆山第１０号（1990.7）
「明るい」という事 進藤貞和（３回）／国会議員５氏にき
きました 堀昌雄（１０回）谷川寛三（１４回）西岡瑠璃子
（２８回）山本有二（４５回）中谷元（５１回）／「たまる
か、５人も！－先生囲む一木会－」 金沢由里（５５回）／応
援してます 竹中恵美子（３２回） 高村禎二（５３回）／支
部名簿の作成は来年に延期、コンピュータ導入へ／おめでと
う母校７０周年／北陽に快勝、楽しみな“夏”－記念試合観
戦記－ 浅井伴泰（３０回）／今こんなことをしています７
若者は国際社会を目指す 母校の伝統生かすスイス公文学園公

祝 ５０号記念 関東支部機関誌 筆山 ５０号の歩み

創刊号から４９号までの主な内容をまとめました。総会
の模様とか本部・支部便りなどは割愛しました。

筆山のバックナンバー は関東支部ＨＰ「支部報 ・筆
山」に全て収録されています。ぜひご閲読下さい。

関東支部ＨＰ：http://www.tosako-kanto.org/

14年ぶり夏の甲子園に出場。入場行進する土佐高ナイン
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文教育研究会 取締役教育主幹 岩谷清水（２７回）／思い出
の先生方⑦ 竹村一水先生（昭和５６年ご逝去） 三男・竹村
道夫（３９回）／甚田先生歳時記① 風花 田内瑞穂先生／
風のたより 近況 吉田香（２８回）酒井芳美（２８回）公文
敏雄（３５回）鶴和千秋（４１回）／首相のチャーター 伊野
部彦慧（３５回）

筆山第１１号（1990.12）
母校創立七十周年に当って 宮地貫一（２１回）／土佐中・高
時代の思い出 創立期－俊英集いて 三木常緑（５回） 戦時
期－飢餓の中で 下谷泉（２０回） 復興期－さまよえる子羊
たち 久武慶蔵（３０回） 梶田廣人（３０回） 小松勢津子
（３５回） 発展期－良き師、良き友 笠幸介（４５回）／副
幹事長に壺坂さん（２８回）学年幹事会で選出／エアメール
シカゴからの手紙 日本貨物航空 武田倫生（３３回）／思い
出の先生方⑧ 大嶋光次先生（昭和３３年ご逝去） 知られざ
ることなど 次男・大嶋邁（土佐塾高校校長）／今こんなこと
をしています８ 『夫婦小舎制』－非行少年、少女たちとの生
活－ 埼玉学園寮長 吉岡一孝（４１回）／甚田先生歳時記②
昭和３０年５月１１日 田内瑞穂先生／風のたより 近況 竹村
照雄（２０回）門脇稔（２５回）福本栄子（２８回）島崎睦
美（３１回）北村文典（３９回）山本博也（４２回）佐々木
正清（５５回）

筆山第１２号（1991.7）
松浦勲先生を送る会に出席させて頂いて 壺阪艶子（２８回）
／新校長に森田幸雄先生 ごあいさつ／甚田先生歳時記③ 弥
ヱ門のボラ 田内瑞穂先生／北村文典氏（３９回）の「櫻月記」
を観る 竹前征矢子（３９回）／追悼ディック・ミネ／直さん
からの手紙／思い出の先生方⑨ 熊野義雄先生（昭和４６年ご
逝去） 教育者としての父 長女・和食康子（３９回）／おめ
でとう藤沢主将（６１回）、東大野球部悲願の２００勝 近藤
久寿治（６回）曽和純一（１６回）福田知子（２９回）田所
鴻一（３０回）浅井伴泰（３０回）前田哲（３１回）久保内
端郎（３３回）公文敏雄（３５回）大石和男（４０回）荻野
友康（４４回）近藤将視（５５回）／更なる精進を望む 籠尾
良雄／今こんなことをしています９ 女子大生とともに十一年
国分寺女子ハイツ館長 島内淳（１６回）／風のたより 近況
大野進（３０回）鍋島高明（３０回）久保内端郎（３３回）

花岡郁子（３８回）足立さゆり（３９回）森崎初男（４１回）

筆山第１３号（1992.1）
東京物語 溝渕真清（３２回）／年会費３千円に 新幹事長は
溝渕氏 新役員／戦いすんで…… 浅井伴泰（３０回）／母校
野球部残念観戦記「あっ、あ～甲子園が、甲子園が……」鶴
和千秋（４１回）／うらかたの記 名簿を支える男達 大石和
男（４０回）／世相の不愉快 伊野部彦慧（３５回）／今こ
んなことをしています１０ ゴリラを訪ねて三千里 画家（一
陽会会員） 阿部知暁（５１回）／新しい日本の歌・発表演奏
会「爽快にうたう」岩谷清水（２７回）／甚田先生歳時記④
ある思い出 田内瑞穂先生／谷川氏の大臣就任祝賀会開く／進
藤さんの銅像建立を祝う会／興奮と余韻 溝渕真清（３２回）

筆山第１４号（1992.7）
一同窓会員の願い 北岡龍海（５回）／会長になって一年 同
窓会会長 町田守正（１６回）／町田先生の思い出 吉野保徳
（３１回）／今こんなことをしています１０ スクープ映像で
…『ソ連崩壊』を記録 日本テレビ報道局チーフプロデューサー
南勝次郎（３８回）／カンボジア眼鏡視察 富士メガネ 窪田

秀忠（３８回）／独占インタビュー「ますます盛ん！」北岡
龍海氏（５回・筆山会会長）／思い出の先生方⑩ 片岡満先生
（昭和５８年ご逝去） おかあちゃん先生 長女・近藤靖子
（３４回）／筆山編集局スタッフ紹介 編集者求む！できれば
若い女性／甚田先生歳時記⑤ 大きな『ひづみ』 田内瑞穂先
生／剣道部ガンバレ 福富廉（４９回）／豹変の怪 伊野部彦
慧（３５回）

〔１５号～２４号編集長＝藤宗俊一（４２回）〕
筆山第１５号（1992.12）
開眼 山本高敬（２５回）／速報 さあ甲子園だ！ 四国大会
みごと優勝 春の選抜出場が濃厚に／西峯先生を囲んで 横川
壽彦（５２回）／『里見勝蔵先生』の事 渡辺靖夫（３４回）
／岩谷清水氏逝く 弔辞 近藤久寿治（６回） 「中野区野方
村 岩谷清水先輩の思い出」横山禎夫（３０回） 「岩谷先輩
をしのぶ」中城正堯（３０回）／政治屋の堕落 伊野部彦慧
（３５回）／全国高校軟式野球大会 土佐高が優勝！ 昭和３
１年第一回大会 「兄の優勝」三宅ヨシロウ（３８回）「頭と
顔でこい！」市原隆（３４回）「無欲の勝利」上田宗一郎
（３４回）／足の裏から① 情けは人の為ならず 戸田博之
（３８回）／名簿だより 大石和男（４０回）

筆山第１６号（1993.7）
下谷泉（２０回）／今こんなことをしています１１ コックピッ
トドアの向こう側 日本航空ジャンボ機機長 吉本豊（４４回）
／１７年ぶりのセンバツ 北岡龍海（５回）中尾成彦（９回）
曽和純一（１６回）川村愿（２８回）西岡瑠璃子（２８回）
藤谷敏郎（３０回）西内一（３０回）浅井伴泰（３０回）原
弘道（３０回）町田武仁（３３回）川添正之（３７回）三宅
ヨシロウ（３８回）大和田洋子（３９回）小松三男（４１回）
牧内操（４２回）藤宗俊一（４２回）岡林広文（４７回）山
崎文雄（４９回）中谷元（５１回）山岡正人（５７回）石川
淑（６７回）市川哲司（６７回）／ＮＨＫ紅白歌合戦・セン
バツ野球中継で土佐高ＯＢ大活躍 ＮＨＫ事業部 笠井重治
（３２回）／ゴリラがいて…私がいる 二宮潔（４９回）／足
の裏から② 九時半！？ 戸田博之（３８回）

筆山第１７号（1993.12）
三根校長のめざしたもの 中城正堯（３０回）／（引退の辞）
土佐高校野球部前監督 籠尾良雄／籠尾良雄先生の監督ご勇

退によせて 土佐高校野球部監督 楠目博之（５１回）／『風』
とともに 二百二人目の部員 共同通信社運動部 万代隆／全力
疾走三十年 籠尾先生をたたえる会／同学社から事務局が移り
ます。／事務局長を拝命しました 六本木司法書士合同事務所
鶴和千秋（４１回）／第４４回県中学野球選手権大会 ２４

年ぶりの頂点／ご子弟を愛する母校へ 坂本隆（４７回）／足
の裏から③ カーニバルと六尺褌 川崎製鉄ブラジル支店長 戸
田博之（３８回）／思い出の先生方⑪ 小松博行先生（７５才）

父・小松博行について 長男・小松美裕（４８回）／今こん
なことをしています１２ 『らん』と『いごっそう』 日本一
の切花輸入商社 ㈱クラシック社長 西尾義彦（３３回）

筆山第１８号（1994.7）
キメラに会えないか 曽和純一（１６回）／「同期生」 気心
の通い合う友と 吉澤信一（１６回） 平均寿命を越えよう
久保内貞行（２０回） クラス誌発行 中城・浅井（３０回）

お酒は少なめでも 島崎睦美（３１回） 五十を越しても
川添正之（３７回） 一時間早めに終了 窪田秀忠（３８回）

同期会をしました 三宅ヨシノリ（４１回） ステキなおじ
様バッカ 黒田真理子（４４回） 初めての同期会 勝木田泰子
（５７回）／柔道部全国大会出場／足の裏から④ 馬にけられ
て 川崎製鉄ブラジル支店長 戸田博之（３８回）／今こんな
ことをしています１３ やってて良かった－水泳 やってれば
良かった－英会話 財団法人日本水泳連盟理事 濱崎洸一（３
２回）／思い出の先生方⑫ 古谷俊夫先生（６８才） 父・古
谷俊夫について 長男・古谷博（４９回）／近藤夫人、初甲さ
ん亡くなる／弔辞 宮地貫一（２１回）／近藤夫人を偲んで
岡崎昌生（２３回）／バラの木会 中村哲（５１回）／公演・
展覧会／物理学のススメ 吉野保徳（３１回）

筆山第１９号（1994.12）
ある青春 伴正一（１７回）／「高知へのこだわり」 ３５年
ぶり 安孫子雅行（２６回） 鏡川 増田美洲子（２９回） な
めたらあかん 竹中恵美子（３２回） 高知が一番 橋田正幸
（３７回） 高知に帰って行く処食べるもの 鶴和千秋（４１
回） 父母の味 笠和子（４８回） 土佐の岩村メ！ 関譲
（５９回）／籠尾先生の近況／思い出の先生方⑬ 浜口未喜子
先生（６３才） 母・浜口未喜子 長女 阿部知暁（５１回）／
土佐中・高同窓会関東支部 同窓会々館の夢 幹事長 溝渕真清
（３２回）／足の裏から⑤ 女中 戸田博之（３８回）／外反
母趾を手術して 佐々木泰子（３３回）／宮地さんおめでとう
／熱気！１００曲の競演 リオ文体連、カラオケ大会／風のた
より 近況 橋田正幸（３７回）大和田洋子（３９回）岩村康
生（４１回）永森裕子（４４回）杉本みどり（５０回）

祝５０号記念 関東支部機関誌筆山５０号の歩み

全力疾走三十年。籠尾良雄先生、野球部監督をご勇退

②
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筆山第２０号（1995.8）
五十の大台にのって 小松勢津子（３５回）／私にとっての同
窓会 川村愿（２８回）／足の裏から⑥ 修好百年 川崎製鉄ブ
ラジル支店長 戸田博之（３８回）／『一億二千万分の一の役
割』の終章 （財）日本法律家協会報『窓』４６号掲載 竹村
照雄（２０回）／思い出の先生方⑭ 平林泰人先生（６５才）
負けず嫌いの兄 弟・平林芳治（３０回）／今こんなことを

しています１４ 『阿佐ヶ谷文士村』にて けやき法律事務所
弁護士 笹岡峰夫（４３回）／震災後百五十日目の芦屋から
関西支部 竹原暢子（２８回）／「京阪神地域に起こる地震」
という講演 尾池和夫（３４回）／クラス誌『一つの流れ』／
個展『子供達の世界』／連載『ゴリラのひとりごと』／講演
・展覧会／『酒呑童女』は本も好き！ ＩＣＢＡ会長 永森裕
子さん（４４回）

筆山第２１号（1996.4）
空の新兵 泉谷良彦（２９回）／大学入学おめでとうございま
す！ 先輩からのメッセージ 竹中恵美子（３２回）溝渕真清
（３２回）窪田秀忠（３８回）塩田潮（４０回）天造豊彦
（５２回）島津大輔（６９回）谷口尚子（６９回）小松正利
（７０回）戸梶涼（７０回）中条由賀（７０回）／足の裏か
ら⑦ 数の戸田 川崎製鉄ブラジル支店長 戸田博之（３８回）
／東京の『土佐酒場』の案内 はらひろみち（３０回）／籠
尾良雄先生『全力疾走三十年』の出版を祝う会／土佐から世
界へ 公文先生の遺産 中城正尭（３０回）／思い出の先生方
⑮ 町田守正先生（７３才） 父・町田守正 長男・町田亥作
（５３回）／今こんなことをしています１５ 日の出町から
絵本作家 田島征三（３４回）／書評 「泣き虫弱虫怒り虫」
立仙浩一（１０回）著

筆山第２２号（1997.1）
ハイデルベルクを訪ねて 鍋島高明（３０回）／関東支部ＯＢ
より在校生並びにご父兄への老婆心 軽々誘いにのる勿れ／籠
尾良雄先生 野球王国の復活をめざして／還暦記念誌くろしお
発刊 川村愿（２８回）／クラス誌『うきぐも』十六号の軌跡
浅井伴泰（３０回）／今こんなことをしています⑯ インター
ネットの４１回生同窓会のページ 株式会社マイクロネット
代表取締役 山崎郁太郎（４１回）／美女の会、千代女の会、
乙女姉の会 設立にまつわる秘話 野町啓（７０回） …そし
てハチキン会 金澤由里（５５回）／展覧会・催物／泣き虫弱
虫怒り虫 外相整えば－大原健士郎さんのこと－ 立仙浩一
（１０回）／風のたより 近況 安岡毅（２７回）

筆山第２３号（1997.7）
同窓会総会に参加して 伊与田弓子（６９回）／籠尾先生にま
た大役／総会講演要旨 石油と発展するアジア情勢 泉谷良彦
（２９回）／提言 「卒業生の英知・若い血を土佐校の経営に
注入しよう」 市川直介（５３回）／書評 『アジア魔除け曼
荼羅』 中城正尭（３０回）著／泣き虫弱虫怒り虫 リンデン
バウムと呟いた 立仙浩一（１０回）／“カエル”逝く 情報
刻々 ４１回ネットより

筆山第２４号（1998.1）
元母校美術教諭高崎元尚先生（１６回）の個展が…／土佐中
・高同窓会長に就任して 岡村甫（３２回・東京大学工学部長）
／将棋なかまへのお誘い／三十七・三十八回 富士山登頂記
富士山はしーよいか？ 市原真仁（３８回）／思い出すままに
岡崎昌生（２３回）／今こんなことをしています⑰ 名所江

戸百景散歩「駒形堂」 西岡恒憲（４１回）／泣き虫弱虫怒り
虫 携帯電話の功罪 立仙浩一（１０回）／４１４１ネット一
周年に寄せて

〔２５号～ 編集長＝西岡恒憲（４１回）〕
筆山第２５号（1998.12）
恐ろしき天然、美しき天然 西岡恒憲（４１回）／名簿つれづ
れ 大石和男（４０回）／３７・３８回生 土佐高尾瀬ハイク
の会 憧れの尾瀬は山だった 中村裕子（３７回）／甲子園決
勝戦同窓会 浅井伴泰（３０回）／泣き虫 弱虫 怒り虫 一枚
の写真 立仙浩一（１０回）／今こんなことをしています⑱
ジャカルタ暴動記 平井立（４１回）／土佐高ＯＧ会（愛称）
はちきん会

筆山第２６号（1999.7）
向陽の空 竹村照雄（２０回）／思い出の先生方１５ 西森茂
夫先生 長女・西森さと（５７回）／ちゃんちゃんこ同窓会
久保内端郎（３３回）／町田守正・田村孝章両氏叙勲祝賀会
曽和純一（１６回）／４２回生関東地区同窓会開催 堀見淳二
（４２回）／夢への挑戦 武市智行氏（スクエア代表取締役）
／泣き虫 弱虫 怒り虫 松岡の聴いた「一枚の写真」 立仙浩
一（１０回）／ ハチキン会 川村愿（２８回） 伊野部愛子
（３４回） 永森裕子（４４回） 谷口瑞枝（６７）

筆山第２７号（1999.12）
思い出すままに 安芸勉（８回）／今こんなことをしています
⑲ ソムリエのバックボーンは高知の「おきゃく」 阿部川知
佐（５６回） まだ、吹いています 岩井千尋（４２回）／思
い出の先生方１６ 中澤節子先生 長女・後藤淳子（３６回）
／上高地の雨 森健（２３回）／11泣き虫 弱虫 怒り虫 せ
つない運動靴 立仙浩一（１０回）／３７回生同期会 幸徳正
夫（３７回）／土佐高校サッカー部全国大会へ

筆山第２８号（2000.7）
哲学中年体験の薦め 溝渕真清（３２回）／総会裏話 藤原和
幸（４０回）／第７８回全国サッカー選手権大会観戦記 織田
祐輔（４５回）／今こんなことをしています⑳ 介護のプロ
を目指して 篠原由紀子（５７回）／幹事長就任のご挨拶 市
川直介（５３回）／戸田博之君のこと 市原真仁（３８回）／
戸田さん追悼 藤宗俊一（４２回）／泣き虫 弱虫 怒り虫 ス
シとソラ豆 立仙浩一（１０回）／母校創立８０周年記念招待
野球観戦記 清谷知郎（５２回）／４０回生同期会 岡部直明
（４０回）／ハチキン会 山本絢子（２８回） 島村真智子
（３３回） 松田葉月（５８回） 葛根由香（７０回）

筆山第２９号（2000.12）
傘寿－佐竹真一（４１回）／母校八十周年記念行事執り行わ
れる／第４回ハイクの会 雨の立山登山 西内弘（３８回）／
思い出の先生方１７ 山本直四郎先生 父・山本直四郎－長男
・山本誠一（４３回）／泣き虫 弱虫 怒り虫 礼節は取り戻
せるか－立仙浩一（１０回）／今こんなことしています２１
帰国子女のため文庫活動 永森裕子（４４回）／第８回はち
きん会／詩集と、行き倒れのみみずと、私と 土居泰夫（３２
回）／ドキドキの総会出席 山口由紀（５５回）／野球部惜敗
・悲鳴メール集

筆山第３０号（2001.7）
中谷元君の大臣就任を祝う 鍋島高明（３０回）／総会幹事を
終えて 上野典子（５１回）／中谷元君の防衛庁長官就任を祝
う／２４回生関東クラス会 山中和正（２４回）／高知工科大
で第１期学位授与式／高校１年生研修旅行 東京を中心にコー
ス別研修／ 今こんなことしています２１ サパ＝西アフリカ
の人達を支援する会 野澤眞次（２５回）／泣き虫 弱虫 怒
り虫 ある日の勧誘電話 立仙浩一（１０回）／百周年に向け
て 佐竹真一（４１回）／筆山三十号記念 歴代編集長思い出
を語る

筆山第３１号（2001.12）
わたしのトラウマ－山中和正（２４回）／思い出の先生方18
富田俊夫先生 夫・富田俊夫 富田清栄／立仙浩一さん（１０
回生）を偲ぶ 鶴和千秋（４１回）／第３５回全国高校野球大
会「松山商高対土佐高校決勝戦記念第２回交流会」 永野元玄
（２９回）／土佐中文化行事「クララ チエコ 稲葉 ピアノ
コンサート」 佐々木泰子（３３回）／溝渕峯男元土佐高野球
部監督逝去／秦郷次郎氏（３１回）レジオン・ドヌール勲章
受章 荻野泰浩（３１回）／第５回ハイクの会 万座・草津温
泉の旅（草津白根山） 金澤由里（５５回）

筆山第３２号（2002.7）
母校土佐中・高校の輝かしい未来に幸あれ 川村愿（２８回生）
／一木会／三根先生のお墓へ／一年生校長発進 学校長・池上
武雄（２８回）／今こんなことしています２２ Ｆ１と無線と
岡上功（４０回）／私のお気に入り モバイルパソコンJorna

da７１０ 岩村康生（４１回）／スマートないごっそう 思い
出－そは麗し 山中和正（２４回）／向陽新聞 復活を目指し
東京で新聞部ＯＢ会を開催！！／進藤大先輩を偲んで／土佐
高ＯＧ会 愛称・はちきん会

土佐高サッカー部初の全国高校サッカー選手権出場へ

③祝５０号記念 関東支部機関誌筆山５０号の歩み
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筆山第３３号（2002.12）
土佐高魂の発露 堀見淳二（４２回）／関東支部若手の会開催
さる 坂本佳昭（７４回）、小松岳志（７０回）／１０人に聞
きました ７２回・千頭寛子、７２回・尾崎礼奈、７４回・
山本修平、７４回・坂本佳昭、７５回・池田真由美、７５回
・原由紀子、７５回・松下倫子、７６回・山崎寛子、７６回
・野崎緑、７６回・楠瀬陽子／「ユニセフアート・ダイアリー」
に佐々木泰子さん（３３回）の絵が登場／弘瀬さんを偲んで
二宮潔（４９回）／第６回ハイクの会 那須と日光戦場ヶ原を
歩く 沢村武彰（３８回）／ガーナ便り ガーナ大使 浅井和子
（３５回）／思い出の先生方(19) 高崎元尚先生 父・高崎元
尚 高崎元宏（５１回）／スマートないごっそう－いごっそう
考－山中和正（２４回）

筆山第３４号（2003.7）
かつての私たちへ 竹村佳奈（６７回）／アクラの空に鳴子が
響くフラフがなびく ガーナよさこい祭り報告／今こんなこと
しています２３ インターネット古書店「五台山書房」店主
鍋島高明さん（３０回）を訪ねて／籠尾良雄先生の思い 市川
直介（５３回）／北岡龍海大先輩（５回）を悼む／ふるさと
への手紙（一） 山崎寛子（７６回）／３６回関東同窓会 幹
事 下司芳嗣（３６回）／スマートないごっそう 道祖神への
誘い 山中和正（２４回）／イタリア城廻りの旅 西内一（３
０回）／向陽プレスクラブ懇親会 岡林幹雄（２７回）

筆山第３５号（2003.12）
ラテルネの灯を点しつづけて 曽和純一（１６回）／第２回若
手の会 中島隆介（７３回）／ガーナ高校生一行受け入れ報告
／近藤久寿治さん逝く／井上健郎氏（３８回）作陶展／ゴリ
ラ・ゴリラ・全部ゴリラ展を訪ねて／剣友大西正一郎君との
４７年振りの再会 秋田清夫（２７回）／ふるさとへの手紙
（二） 松下倫子（７５回）／第７回ハイクの会 木曽駒ヶ岳
しらび平と昼神温泉の旅 幸徳正夫（３７回）

筆山第３６号（2004.7）
性幻想論や博覧『狂気』の論客たち 中城正堯（３０回）／支
部長挨拶 泉谷良彦（２９回）／本年度東大合格者７名が東大
総長室を訪問／スマートないごっそう 男は優しくなければ生
きていけない 山中和正（２４回）／ふるさとへの手紙（三）
趙詣（７７回）

筆山第３７号（2004.12）
坂の上の新しき雲 公文俊平（２８回）／第３回若手の会 趙
詣（７７回）／第８回ハイクの会 北横岳の旅 濱田継夫
（３７回）／第３回ガーナでよさこいの旅 秋田清夫（２７回）
／土佐中高同窓会北海道支部設立準備会開催さる 島村昭範
（４９回）／ふるさとへの手紙（四）－慶應義塾大学三年 合
田瑛典（７７回）／スマートないごっそう 山中和正（２４回）
／書評「心の中の羅針盤」 谷口瑞枝（６７回）／２３回生同
期会開催 岡崎昌生（２３回）／大恩ある友 秋田清夫（２７
回）／ウルルン滞在記 吉田真一郎（６６回）

筆山第３８号（2005.7）
安易なる文武両道を排す 野波博泰（２６回）／福知山線脱線
事故を取材して 宮崎晶子（６７回）／理事長就任のご挨拶
土佐高理事長・川崎幾三郎／ふるさとへの手紙（五）宮村悠
資（７９回）／スマートないごっそう 年賀状 山中和正
（２４回）

筆山第３９号（2005.12）
心から感謝 佐々木泰子（３３回）／ふるさとへの手紙（六）
早稲田大学三年 小松香菜（７８回）／今こんなことしてい

ます２４ ああ、土佐高 フジムラ・ド・ブラジル（株） 坂本
雅（４４回）／ガーナよさこい＆原宿スーパーよさこい 金澤
由里（５５回）／第９回ハイクの会 会津磐梯山の旅 高田谷
洋（３８回）／わが師の恩 堀昭吉（２１回）／第１２回はち
きん会／競馬記者の憂鬱、もしくは華麗なる生活 明神理浩
（６２回）

筆山第４０号（2006.7）
忘年の交わり 野村京生（２９回）／事務局長就任のご挨拶
二宮潔（４９回）／今こんなことしています２５ 弁理士 上
岡將人（７０回）／ふるさとへの手紙（七） 早稲田大学一年
森本洋平（８１回）／岡崎のおんちゃんの思い出話 岡崎昌

生（２３回） 故倉橋由美子氏（２９回）に明治大学が特別
功労賞贈る／スマートないごっそう 幸福論 山中和正（２４
回）／３０回生関東同窓会実施 田所鴻一（３０回）

筆山第４１号（2006.12）
「よさこい」が繋ぐ縁 角陽一郎（７２回）／ガーナ高校生た
ちと「原宿スーパーよさこい」に参加して 鎌田圭子（４７回）
／今こんなことしています２６ レクサス－国産発のプレミア
ムグローバルブランド構築に向けて 川渕辰夫（６３回）／須
藤博志君を新制作展に訪ねて 水野孝（４１回）／ふるさとへ
の手紙（八） 東京大学大学院二年 高村麻裕子（７６回）／
第１０回ハイクの会 八方尾根の旅 弘瀬孝友（３８回）／岡
崎のおんちゃんの思い出話（二） エチオピアという国 岡崎
昌生（２３回）／新婚さんおめでとう／いか焼きと美女＜０
６夏 大阪 二つの出会い＞ 岩村康生（４１回）

筆山第４２号（2007.7）
一つのお願い 関東支部長泉谷良彦（２９回）／第三の建学に
参加できる喜び 溝渕真清（３２回）／岡崎のおんちゃんの思
い出話（三） レバノン 岡崎昌生（２３回）／筆山会ゴルフ
コンペのこと／ふるさとへの手紙（九） 田所真奈（７７回）

筆山第４３号（2007.12）
ルネッサンス発祥の地より 永森誠一（４２回）／土佐中・高
等学校 宮地貫一新理事長にインタビュー 市川直介（５３回）
／学生・若手社会人同窓会 小松岳志（７０回）／ふるさとへ
の手紙（十） 加藤丈典（７６回）／第１１回ハイクの会・奥
飛騨路ハイクで俳句 前田勝洋（３８回）／岡崎のおんちゃん
の思い出話（四）子供のころのこと 岡崎昌生（２３回）／東
京ドームで≪同窓会≫ 鶴和千秋（４１回）／ガーナ高校生た
ちと「２００７原宿スーパーよさこい」に参加

筆山第４４号（2008.7）
表彰状 野波博泰（２６回）／筆山編集会議余話 吉井雄二
（４９回）／速報！原宿スーパーよさこい／岡崎のおんちゃ
んの思い出話（五）土佐中学校へ入学のころ 岡崎昌生（２３
回）／今こんなことしています２７ 高知工科大学は、世界一、
人が育つ大学です 筒井康賢（４１回）／ふるさとへの手紙
（十一） 北添哲也（７８回）／第１３回はちきん会／幹事た
ちの伴侶①卓球マンは物真似がお好き 中村誠三さんの巻

筆山第４５号（2008.12）
土佐を想う 森郁夫（４１回）／学生・若手社会人交流会 in
２００８／牧野植物園のこと 片山直久（３８回）／第１１回
ハイクの会 群馬の山々へ 馬田宏（３７回）／岡崎のおんちゃ
んの思い出話（六）土佐中学校卒業のころ 岡崎昌生（２３回）
／第七回ガーナよさこい祭り＆ガーナ高校生日本研修旅行／
今こんなことしています２８ 自分にはピアノがあると思える
ことは本当に幸せだと感じる ピアニスト・作曲家 田中智子
（７０回）／ふるさとへの手紙（十二） 古谷文平（７８回）

筆山第４６号（2009.7）
友達を連れて高知に遊びに帰ろう 前田憲一（３７回）／今夏
は高知で交流 ガーナ高校生研修旅行 公文敏雄（３５回）

筆山第４７号（2009.12）
東大と野球 片山直久（３８回）／学生・若手社会人交流会in
２００９／岡崎さんのこと 野波博泰（２６回）／岡崎さん

を偲ぶ会ご報告／「二九の会」近況報告／第１３回ハイクの
会 土佐ハイク、月山も踏破す 中島宏（３８回）／第六回ガー
ナ・日本高校生交流のご報告／ふるさとへの手紙（十三）宮
村円絵（７６回）

筆山第４８号（2010.7）
司法とマスコミ 堀内稔久（３２回）／就任のご挨拶 会計監
事・川上正衛（５８回）／ふるさとへの手紙（十四） 吉川博
貴（８０回）／向陽新聞に見る土佐中高の歩み(１) ― 学校
再建と民主化への熱気伝える― 中城正堯（30回）／第１４回
はちきん会／今年も土佐高で受け入れ ガーナ高校生研修旅行
／弘瀬君を偲ぶ 柳原正寛（３７回）／－江戸の祭り－ 神田

祭 西岡恒憲（４１回）

筆山第４９号（2010.12）
出会い直す 笠井賢一（４２回）／学生・若手社会人交流会in
２０１０ 長谷至誠（７６回）／第十四回 ハイクの会ビール

と米沢牛と吾妻山 岩橋真理（５８回）／向陽新聞に見る土佐
中高の歩み（２）― 中学入試問題漏洩事件と同盟休校― 岡
林敏眞（３２回）／新「向陽プレスクラブ」設立 藤宗俊一
（４２回）／第七回ガーナ・日本高校生交流のご報告 公文敏
雄（３５回）／ふるさとへの手紙（十五） 奥田純子（７６回）
／宇田耕一先生の大恩 岡林幹雄（２７回）／喜寿を迎えて居
合道五段の昇段審査に合格 弁護士 秋田清夫（２７回）

④祝５０号記念 関東支部機関誌筆山５０号の歩み
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公
文
俊
平(

28
回
生)

「
情
報
社
会
の
い
ま
」

２
５
２
０
円

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

2011.05

「
情
報
社
会
学
概
論
」

４
６
２
０
円

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

2011.01

島
内
英
佑(

30
回
生)

「
セ
ピ
ア
色
の
吉
野
川
」

２
１
０
０
円

高
知
新
聞
社

2010.03

田
島
征
三(

34
回
生)

「
や
ぎ
の
し
ず
か
の
た
い
へ
ん
な
た
い
へ
ん
な
い
ち
に
ち
」

１
３
６
５
円

偕
成
社

2011.04

「
生
命
の
記
憶
」

２
６
２
５
円

現
代
企
画
室

2010.12

田
島
征
彦(

34
回
生)

「
そ
う
べ
え

ふ
し
ぎ
な
り
ゅ
う
ぐ
う
じ
ょ
う
」

１
５
７
５
円

童
心
社

2011.06

尾
池
和
夫(

34
回
生)

「
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」

１
８
９
０
円

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

2011.03

野
田
正
彰(

37
回
生)

「
現
代
日
本
の
気
分
」

３
１
５
０
円

み
す
ず
書
房

2011.07

塩
田
潮(

40
回
生)

「
ま
る
わ
か
り
政
治
語
事
典
―
目
か
ら
う
ろ
こ
の
精
選
６
０
０
語
」

９
２
４
円

平
凡
社

2011.06

西
村
繁
男(

40
回
生)

「
だ
が

し
か
し
」

１
５
７
５
円

文
溪
堂

2010.12

黒
鉄
ヒ
ロ
シ(

41
回
生)

「
千
思
万
考
」

１
５
７
５
円

幻
冬
舎

2011.02

森
崎
初
男(

41
回
生)

「
現
代
経
済
学
の
数
学
基
礎
〈
下
〉
」

３
５
７
０
円

シ
ー
エ
ー
ピ
ー
出
版

2010.12

杉
山
雄
一(

41
回
生)

「
マ
イ
ク
ロ
ド
ー
ズ
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
へ
の
新
展
開
」

５
６
０
０
円

メ
デ
ィ
カ
ル

ド
ゥ

2010.10

高
山
宏(

42
回
生)

「
パ
ラ
ド
ク
シ
ア
・
エ
ピ
デ
ミ
カ

―

ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
の
伝
統
」

７
９
８
０
円

白
水
社

2011.06

宮
岡
等(

49
回
生)

「
脳
と
こ
こ
ろ
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
８

依
存
」

３
０
４
５
０
円

シ
ナ
ジ
ー

2011.03

坂
東
眞
砂
子(

51
回
生)

「
狂
」

７
２
０
円

幻
冬
舎

2011.02

「
天
狗
小
僧
魔
境
異
聞
」

１
５
７
５
円

文
藝
春
秋

2011.03

「
魔
女
」

４
６
０
円

角
川
書
店

2011.01

門
脇
護(

53
回
生)

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

門
田
隆
将
）

「
甲
子
園
の
奇
跡
」

６
８
０
円

講
談
社

2011.04

「
蒼
海
に
消
ゆ
」

１
６
８
０
円

集
英
社

2011.04

「
栄
光
な
き
天
才
た
ち2010

」

５
４
０
円

集
英
社

2011.01

英
保
未
来

(

54
回
生)

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

大
森
望
）

「
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
」

９
８
７
円

早
川
書
房

2011.04

「
不
思
議
の
扉
」

５
４
０
円

角
川
書
店

2011.03

「
原
色
の
想
像
力
」

１
１
５
５
円

東
京
創
元
社

2010.12

「
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ

３
」

９
９
８
円

河
出
書
房
新
社

2010.12

「
輝
く
断
片
」

８
９
３
円

河
出
書
房
新
社

2010.10

「
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ

４
」

９
９
８
円

河
出
書
房
新
社

2011.05

森
岡
浩(

55
回
生)

「
名
字
で
わ
か
る

日
本
人
の
履
歴
書
」

８
８
０
円

講
談
社

2011.03

「
決
定
版

石
川
県
の
名
字
」
１
４
７
０
円

北
國
新
聞

2010.11

鍋
島
高
明(

30
回
生)

「
特
集
読
み
物

伝
説
の
相
場
師

鈴
木
久
五
郎--

初
め
て
「
成
金
」
と
呼
ば

れ
た
男
の
栄
光
と
挫
折

([

歴
史
読
本]2011

年1

月
号
特
集

日
露
戦
争--

世

界
を
駆
け
た
明
治
日
本)

」

歴
史
読
本.

56(1)
(

通
号

859)
[2011.1]

田
島
征
三

(

34
回
生)

「
描
き
お
ろ
し
絵
本

田
島
征
三
『
わ
た
し
の
イ
ガ
グ
リ
モ
ン
ス
タ
ー
』
」

こ
の
本
読
ん
で
！.

11(1)
(

通
号

38)
[2011.

春]

尾
池
和
夫(

34
回
生)

「
１
２
０
０
年
ぶ
り
の
活
動
期
に
突
入
！

日
本
列
島
の
大
地
震
、
大
噴
火

は
今
後
数
十
年
つ
づ
く

(

特
集

恐
怖
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン)

」

新
潮45.

30(5)
(

通
号

349)
[2011.5]

大
橋
一
章(

36
回
生)

「
飛
鳥
時
代
の
伽
藍
配
置
の
源
流

(

二
〇
一
〇
年
九
月
十
一
日
開
催
「
文
化

財
の
解
析
と
保
存
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
７
」
報
告)

」

奈
良
美
術
研
究.

(11)
[2011.2]

野
田
正
彰(
37
回
生)

「
「
社
会
的
悲
哀
」
を
大
切
に
す
る
救
援
を
。

(

「
東
日
本
大
震
災
」
の
衝

撃)

」

潮.
(

通
号

627)
[2011.5]

「
三
陸
の
被
災
地
で
見
た
「
危
機
に
お
い
て
信
頼
さ
れ
な
い
タ
イ
プ
」
と
は

大
ピ
ン
チ
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
、
残
念
リ
ー
ダ
ー

(

評
価
の
72
%
は
「
報
・

連
・
相
」
で
決
ま
る
！)

」

プ
レ
ジ
デ
ン
ト.

49(14)
[2011.5]

「
野
田
正
彰
「
災
害
救
援
の
思
想
」

「
が
ん
ば
ろ
う
」
は
「
頑
張
ら
な
い

お
前
は
ダ
メ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
」

サ
ン
デ
ー
毎
日.

90(18)
(

通
号

5044)
[2011.4]

「
自
殺
が
組
み
込
ま
れ
た
社
会
を
変
え
よ
う
で
は
な
い
か

(

特
集

自
殺
問

題
を
考
え
る)

」

都
市
問
題.

102(2)
[2011.2]

「
壊
れ
ゆ
く
学
校
と
奪
わ
れ
る
教
師
の
良
心

(

特
集

人
間
と
し
て
の
誇
り

を
手
放
さ
な
い
！)

」

教
育.

61(1)
(

通
号

780)
[2011.1]

「
カ
ル
ト
か
ら
大
学
生
を
守
る
た
め
に
」

大
学
時
報.

59(334)
(

通
号

349)
[2010.9]

塩
田
潮(

40
回
生)

「FOCUS

政
治

党
の
復
興
と
再
生
に
向
け
「
ニ
ュ
ー
自
民
党
」
を
描
け
」

週
刊
東
洋
経
済.

(6324)
[2011.5]

「
「
東
日
本
」
「
阪
神
」
「
関
東
」
大
震
災
後
、
政
府
・
官
邸
は
ど
う
動
い

た
か

検
証
！

今
の
政
治
で
「
こ
の
国
」
は
救
え
る
か
」

プ
レ
ジ
デ
ン
ト.

49(17)
[2011.5]

「
菅
民
主
党
政
権
は
続
く
の
か

失
敗
に
終
わ
っ
た
国
民
の
壮
大
な
「
初
期

実
験
」

調
和
型
リ
ー
ダ
ー
を
待
つ
の
か
「
救
国
大
連
立
」
か
」

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー.

24(4)
(

通
号

282)
[2011.4]

「FOCUS

政
治

今
は
「
救
国
」
最
優
先
、
民
主
主
義
が
再
生
の
底
力
」

週
刊
東
洋
経
済.

(6318)
[2011.4]

「
鼎
談/

舛
添
要
一
Ｖ
Ｓ
霍
見
芳
浩
Ｖ
Ｓ
塩
田
潮

菅
民
主
党
政
権
に
つ
け
る

ク
ス
リ

負
け
て
変
身
し
た
オ
バ
マ
の
爪
の
垢

わ
ず
か
な
「
評
価
」
も
完
全

に
埋
没
」

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー.

24(3)
(

通
号

281)
[2011.3]

「
首
相
が
そ
の
座
を
降
り
る
と
き(

最
終
回)

破
ら
れ
た
挙
党
態
勢
と
路
線
継

続

新
た
な
対
立
軸
生
ん
だ
鳩
山
辞
任

民
意
を
背
負
う
政
治
が
座
を
守
る
」

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー.

24(3)
(

通
号

281)
[2011.3]

「
首
相
が
そ
の
座
を
降
り
る
と
き(

第6

回)

孤
独
に
耐
え
た
超
楽
観
主
義
者

解
散
時
を
鈍
ら
せ
た
痩
せ
我
慢

歴
史
的
敗
北
で
麻
生
太
郎
辞
任
」

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー.

24(2)
(

通
号

280)
[2011.2]

「FOCUS

政
治

「
強
硬
」
か
「
柔
軟
」
か
、
長
期
戦
略
を
欠
く
公
明
党
」

週
刊
東
洋
経
済.

(6312)
[2011.2]

宮
岡
等(

49
回
生)

「
「
従
来
の
向
精
神
薬
」
に
残
さ
れ
た
意
義

(

第
１
土
曜
特
集

向
精
神
薬-

-

最
新
の
動
向)

--
(

重
要
疾
患
・
薬
物
療
法
ト
ピ
ッ
ク
ス)

」

医
学
の
あ
ゆ
み.

236(10)
(

通
号

2841)
[2011.3]

「
睡
眠
と
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ--

大
学
生
の
健
康
調
査
か
ら
」

医
学
と
生
物
学.

155(1)
(

通
号

997)
[2011.1]

門
脇
護(

53
回
生)

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

門
田
隆
将
）

「
「
会
議
」
と
「
杓
子
定
規
」

菅
政
権
の
「
人
災
」

(

総
力
大
特
集

東
北

関
東
大
震
災)

--
(

東
北
関
東
大
震
災

私
は
こ
う
考
え
た)

」

Will.
(77)

[2011.5]

「
元
週
刊
誌
記
者
座
談
会

週
刊
誌
に
未
来
は
あ
る
か(

総
力
大
特
集

メ
デ
ィ

ア
戦
争
の
勝
者
と
敗
者)

」

Will.
(76)

[2011.4]

「
根
本
博
外
伝--

『
こ
の
命
、
義
に
捧
ぐ
』
に
描
け
な
か
っ
た
真
実
」

Voice.
(

通
号

398)
[2011.2]

「
九
十
歳
の
兵
士
た
ち(

最
終
回)

大
和
」
文
芸
春
秋.

88(15)
[2010.12]

英
保
未
来

(

54
回
生)

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

大
森
望
）

「
「
デ
ィ
ッ
ク
感
覚
」
が
世
界
を
覆
う

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
原

作
「
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
」
公
開
記
念

１
２
０
０
０
字
対
談

大
森
望
×
中

原
昌
也
」

キ
ネ
マ
旬
報.

(1583)
[2011.5]

「
大
森
望
の
新
Ｓ
Ｆ
観
光
局(

第
21
回)

電
子
書
籍
端
末
興
亡
史
」

Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン.

52(5)
(

通
号

662)
[2011.5]

「
私
が
選
ん
だ
「
ベ
ス
ト
５
」--Book

Selection
(

読
む

見
る

聴
く--

Ｇ
Ｗ
お
薦
め
ガ
イ
ド)

」

週
刊
新
潮.

56(18)
(

通
号

2791)
[2011.5]

「
大
森
望
の
新
Ｓ
Ｆ
観
光
局(

第
20
回)

日
本
Ｓ
Ｆ
英
訳
事
情
」

Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン.

52(4)
(

通
号

661)
[2011.4]

「
大
森
望
の
新
Ｓ
Ｆ
観
光
局(

第
19
回)

二
〇
一
〇
年
を
な
ん
と
な
く
ふ
り

か
え
る
」

Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン.

52(3)
(

通
号

660)
[2011.3]

「
大
森
望
の
新
Ｓ
Ｆ
観
光
局(

第
18
回)

ゼ
ロ
年
代
海
外
Ｓ
Ｆ
50
選

」

Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン.

52(2)
(

通
号

659)
[2011.2]

こ
こ
か
ら
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
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